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は
じ
め
に

　

八
幡
市
域
の
神
人
家
文
書
群
に
は
、土
地
売
買
証
文
や
年
貢
関
係
だ
け
で
な
く
、

石
清
水
八
幡
宮
補
任
状
や
安
居
頭
役
差
定
・
徳
川
家
康
領
知
朱
印
状
は
じ
め
歴
代

将
軍
領
知
朱
印
状
な
ど
特
徴
あ
る
文
書
が
伝
来
す
る
が
、
文
芸
関
係
で
は
、
雅
楽

管
弦
の
譜
、
松
花
堂
昭
乗
に
因
む
滝
本
流
の
書
家
の
手
蹟
や
古
筆
切
に
ま
じ
り
、

漢
詩
・
和
歌
短
冊
・
連
歌
懐
紙
な
ど
の
詩
歌
の
自
作
に
も
親
し
ん
で
い
た
神
人
の

文
化
活
動
を
示
す
文
書
が
多
く
見
ら
れ
る
。
八
幡
市
橋
本
に
あ
っ
た
旧
家
橋
本
家

の
古
文
書
に
は
、「
高
好
連
歌
」
と
題
す
る
横
半
帳
と
巻
子
三
巻
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
紹
巴
の
評
点
と
句
の
処
々
に
講
評
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
巻
子

に
は
連
歌
師
里
村
紹
巴
の
花
押
を
署
す
書
状
と
細
川
幽
斎
の
評
点
が
加
わ
る
。
連

歌
と
い
う
文
学
作
品
を
地
域
の
歴
史
に
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
本
稿
の
試
み
で
あ

る
。
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「
人
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一
、
橋
本
家
の
文
書
調
査

　
　
　
　
　（
一
）
橋
本
家
文
書
の
調
査
と
八
幡
市
誌

　

橋
本
家
文
書
は
、
八
幡
市
域
で
活
動
し
て
い
る
「
地
域
史
料
研
究
会
や
わ
た
」

の
有
志
の
面
々
と
共
に
橋
本
家
か
ら
古
文
書
を
借
用
し
て
二
〇
一
七
年
一
月
よ
り
、

調
査
を
始
め
た（1）

。
現
在
作
業
は
、
古
文
書
一
点
ご
と
に
番
号
を
付
与
し
、
文
書
名
・

作
成
年
代
・
作
成
者
・
宛
て
所
な
ど
の
各
項
目
を
エ
ク
セ
ル
に
入
力
す
る
目
録
作

成
作
業
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
。
収
納
容
器
六
箱
に
、
計
八
一
〇
点
を
数
え
、
全
体
の

分
量
が
確
認
で
き
た
段
階
で
あ
る
。

　

橋
本
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
八
・
八
九
年
の
京
都
府
教
育
委
員
会
に
よ
っ

て
古
文
書
の
所
在
が
確
認
さ
れ
、
一
九
七
五
年
頃
か
ら
始
ま
る
八
幡
市
誌
編
纂
事

業
で
箱
１
・
２
は
、
封
筒
に
よ
る
粗
仕
分
け
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
整
理
作

業
だ
け
に
と
ど
ま
り
、『
八
幡
市
誌
』
第
二
巻
近
世
編
本
文
へ
の
活
用
に
は
至
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
、
橋
本
等
安
に
つ
い
て
は
、
第
六
章
近
世
八
幡
の
文
化
人
た
ち
で

取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
『
山
城
綴
喜
郡
誌
』
を
転
載
す
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
る（2）

。

　

そ
の
本
文
内
容
を
紹
介
す
る
と
、
橋
本
等
安
は
、
八
幡
宮
の
社
士
に
し
て
、
橋

本
当
好
（
高
好
の
誤
記
）
と
称
し
、
通
名
満
介
、
老
後
等
安
と
改
め
、
別
号
を
不

伯
斎
と
云
い
、
和
歌
連
歌
を
好
み
、
紹
巴
に
入
門
し
、
秀
吉
の
連
衆
と
な
る
。
あ

る
時
秀
吉
の
連
歌
に
天
守
閣
に
召
さ
れ
「
音
は
す
る
い
つ
こ
の
駒
の
轡
虫
」
に
付

句
を
皆
が
窮
し
た
時
に「
霧
の
中
ゆ
く
逢
坂
の
関
」と
詠
み
賞
詞
を
賜
っ
た
こ
と
は
、

紹
巴
が
等
安
に
送
っ
た
書
状
に
あ
る
と
い
う
。
綴
喜
郡
誌
編
纂
時
に
は
書
状
が
現

存
し
て
い
た
か
、
伝
承
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
等
安
の
和
歌
は
他
の
書
に
散
見

な
し
と
し
て
、「
五
月
雨
は
を
の
か
時
ぞ
と
を
ち
か
へ
り
な
く
ね
も
あ
か
ぬ
ほ
と
ゝ

ぎ
す
か
な
」
の
一
首
が
伝
わ
る
と
い
う
。
ま
た
連
歌
の
発
句
四
句
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

な
ひ
き
あ
ひ
て
霞
に
ね
さ
す
柳
か
な

　

梅
か
香
や
篠
ぬ
け
出
し
袖
の
露

　

か
り
か
ね
は
霞
に
も
れ
て
山
も
な
し

　

若
草
や
つ
な
き
と
め
け
む
放
れ
駒

　

連
歌
の
妙
手
と
讃
え
ら
れ
た
等
安
の
発
句
は
世
に
伝
わ
る
も
の
が
多
い
と
い
う

が
、
い
ず
れ
も
『
連
歌
総
目
録
』（3）

及
び
本
調
査
の
橋
本
家
文
書
中
に
は
見
出
だ
せ

な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　（
二
）
橋
本
家
文
書
の
概
要

　

橋
本
家
文
書
の
各
箱
別
の
点
数
と
概
要
を
次
の
表
１
に
ま
と
め
た
。

　

箱
１
に
は
、五
八
点
を
収
納
し
、唯
一
年
紀
の
あ
る
木
箱
で
あ
る
。箱
の
上
蓋
表
・

箱
身
の
底
部
及
び
中
蓋
裏
に
「
慶
長
十
二
年
正
月
吉
日　

橋
本
惣
中
帳
箱
」
と
墨

書
が
あ
り
、
橋
本
惣
中
の
帳
箱
を
橋
本
家
が
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
上
蓋
裏
の
貼
紙
に
は
、「
正
保
三
年
戌
ゟ
正
月
八
日
講
次
第
、
但
無
下
行
、
心

経
よ
ミ
、
ふ
せ
ハ
中
間
ヨ
リ
遣
」
と
あ
り
、「
戌　

休
可
、
亥　

宗
専
、
子　

伝

兵
衛
‥
（
以
下
略
）」
と
干
支
と
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
毘
沙
門
堂

で
行
わ
れ
る
八
日
講
の
毎
年
の
頭
家
が
記
さ
れ
、そ
こ
で
は
般
若
心
経
を
読
誦
し
、

下
行
米
の
支
給
が
な
い
の
で
講
仲
間
各
人
が
負
担
し
て
導
師
へ
の
布
施
を
支
払
っ
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て
い
た
。
こ
の
毘
沙
門
堂
に
つ
い
て
は
、
十
八
世
紀
中
頃
の
石
清
水
八
幡
宮
全
図

を
み
る
と
米
尾
寺
内
に
二
間
・
二
間
半
の
瓦
葺
の
堂
が
あ
る
。
嘉
永
元
年
の
「
男

山
考
古
録
」
で
は
、
こ
の
地
の
字
名
を
「
こ
め
の
お
」
と
称
し
、
こ
れ
に
ち
な
ん

で
「
ベ
イ
ビ
ジ
」
の
寺
号
と
す
る
禅
宗
寺
院
で
あ
り
、
境
内
に
は
毘
沙
門
天
像
を

本
尊
と
す
る
小
堂
一
宇
が
あ
る
と
い
う（4）

。
現
在
地
を
推
定
す
る
と
、
狩
尾
道
を

東
に
進
み
、
京
阪
電
車
高
架
を
越
え
た
東
、
か
も
し
か
児
童
公
園
辺
り
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
同
箱
内
に
は
石
清
水
八
幡
宮
の
由
緒
や
縁
起
、
男
山
の
境
内
を
構
成
す
る

堂
塔
宿
坊
や
摂
末
社
の
建
物
規
模
、
僧
俗
神
人
組
織
や
放
生
会
次
第
な
ど
石
清
水

領
の
明
細
帳
と
も
い
え
る
「
延
宝
注
進
」
が
あ
る
。

　

昭
和
二
十
二
年
に
八
幡
宮
社
務
所
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
永
享
五
年

（
一
四
三
三
）
足
利
義
教
奉
納
「
石
清
水
八
幡
宮
縁
起
」（5）

の
写
本
が
あ
る
。
詞
書

の
間
に
差
し
込
む
白
描
画
十
一
場
面
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
縁
起
の
写
本

は
神
宝
所
神
人
や
他
領
の
駕
輿
丁
神
人
家
に
も
伝
来
し
、
縁
起
を
め
ぐ
り
八
幡
信

仰
の
地
域
性
を
知
る
資
料
と
い
え
る
。

　
「
放
生
会
祭
列
図
」
は
、
参
道
を
行
く
神
人
祭
列
と
、
絹
屋
殿
及
び
宿
院
頓
宮

で
の
諸
役
の
配
置
図
を
記
す
。
年
紀
は
な
い
が
、
本
図
に
書
込
ま
れ
た
社
家
の
僧

位
僧
官
及
び
検
校
在
職
期
間
か
ら
推
定
す
る
と
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
か
ら

同
九
年
の
放
生
会
の
図
で
あ
る
。

　

他
に
石
清
水
八
幡
宮
の
境
外
摂
社
狩
尾
社
が
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）・
宝
永

七
年
（
一
七
一
〇
）
に
修
復
さ
れ
、
そ
の
時
の
遷
宮
儀
式
の
記
録
や
造
営
及
び
修

復
棟
札
の
写
が
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
狩
尾
神
社
財
産
登
録
申
請
書
等
が
あ
り
、

橋
本
地
域
の
氏
神
狩
尾
社
の
新
出
史
料
で
あ
る
。

　

箱
２
は
、
田
畑
売
買
や
金
銭
貸
借
な
ど
の
証
文
類
や
届
書
・
訴
訟
写
な
ど
の

箱 点数 主な内容

1 58 朝鮮通信使人足徴発関係、狩尾社遷宮記、延宝注進、年貢算用帳、放生
会祭列図、積立講仕法帳、八幡宮縁起、安居神事式目、淀川両岸街道図

2 608 土地売買・金銭貸借証文、安居神事証文、街道捨子・病死人等届、天正
慶長知行高写、橋本町諸勘定帳、茶屋仲間約定書、橋本郁次郎書簡

3 113 『日露戦争実記』・『歴史写真』等雑誌類、教科書、冠句集、高好連歌、
養蚕伝習所講義録

4 10 八日十日式文、武鑑、唐詩選、礼記、撫箏雅譜集

5 4 連歌巻子装 3 巻、小寺家略系図

6 17 徳川家康・秀忠・家光領知朱印状、歴代由緒書、等安土地目録、田畑高帳、
反別取調帳

合計 810

表1　橋本家文書概要
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一
紙
も
の
を
多
く
含
み
、
六
箱
中
六
〇
八
点
と
収
納
点
数
も
多
い
。
年
紀
の
古
い

も
の
は
慶
長
期
に
遡
り
、
山
林
の
境
界
・
山
の
権
益
に
か
か
る
も
の
が
あ
る
。
慶

長
六
年
「
惣
中
万
日
記
」
は
橋
本
町
の
諸
勘
定
帳
で
あ
り
、
慶
長
十
年
「
万
郷
中

覚
日
記
」
で
は
人
足
家
数
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
捨
子
や
病
人
の
介
抱
か
ら

死
亡
届
等
は
、
街
道
筋
で
の
人
の
移
動
に
伴
う
諸
事
件
に
対
し
て
侍
中
と
し
て
橋

本
町
の
治
安
と
町
の
自
治
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
茶
屋
仲
間
約

定
書
や
橋
本
町
定
書
も
あ
り
、
橋
本
町
で
の
旅
籠
や
煮
売
り
商
な
ど
町
人
の
営

み
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
ほ
か
に
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
浦
賀
海
軍
入
営
、

同
二
十
三
年
に
は
ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ウ
ー
ル
号
遭
難
者
護
送
に
あ
た
り
、
同

二
十
七
年
軍
艦
吉
野
に
乗
組
み
日
清
戦
争
に
海
軍
兵
曹
と
し
て
従
軍
し
た
橋
本
郁

次
郎
の
書
簡
等
が
あ
る
。
点
数
内
容
共
に
豊
富
で
、今
後
の
調
査
が
期
待
さ
れ
る
。

内
側
に
ブ
リ
キ
板
を
張
り
付
け
た
茶
箱
に
「
重
要
書
類　

古
文
書　

本
橋
本
家
」

の
貼
紙
が
あ
り
、
市
誌
編
纂
時
の
調
査
に
よ
り
整
理
さ
れ
、
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
た
。

　

箱
３
に
は
、
雑
誌
『
日
露
戦
争
実
記
』（
明
治
三
十
七
年
二
月
～
三
十
八
年

十
一
月
）
三
十
五
冊
や
昭
和
十
六
年
～
十
八
年
『
歴
史
写
真
』
三
十
五
冊
、
教
科

書
な
ど
の
書
籍
類
が
主
で
あ
る
。
明
治
二
十
三
年
八
幡
宮
で
開
校
さ
れ
た
南
山
城

養
蚕
伝
習
所
の
講
義
録
等
が
あ
る
。
明
治
三
十
年
代
に
綴
喜
郡
八
幡
の
里
で
組
織

さ
れ
た
月
橋
社
員
に
よ
る
冠
句
集
八
点
が
あ
る
。

　

箱
４
の
「
八
日
十
日
式
文
」
は
、
毘
沙
門
堂
の
八
日
講
の
次
第
や
献
立
、
狩
尾

社
で
正
月
十
日
に
行
わ
れ
る
武
射
の
式
次
第
、
装
束
、
調
度
備
品
な
ど
を
記
録
し
、

落
合
・
橋
本
氏
の
八
名
が
連
署
す
る
。
橋
本
町
独
自
の
祭
祀
を
知
る
史
料
で
あ
る
。

　

箱
５
は
、
後
述
す
る
天
正
四
年
か
ら
天
正
十
四
年
ま
で
の
連
歌
と
紹
巴
の
書
状

を
巻
子
装
に
し
た
三
巻
が
あ
る
。

　

箱
６
は
、
橋
本
等
安
・
橋
本
助
六
・
橋
本
三
河
に
宛
て
た
徳
川
家
康
・
秀
忠
・

家
光
の
領
知
朱
印
状
七
点
に
、
明
治
五
年
頃
京
都
府
に
提
出
し
た
橋
本
家
歴
代
の

由
緒
書
が
あ
る
。
ほ
か
に
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
人
足
数
の
記
録
や
寛
永
八
年

（
一
六
三
一
）
等
安
土
地
目
録
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
田
畑
高
帳
等
も
あ
る
。

　
　
　
二
、
石
清
水
八
幡
宮
神
人
橋
本
家

　
　
　
　
　（
一
）
等
安
以
前
の
橋
本
家

　

橋
本
家
に
は
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
か
ら
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
ま

で
の
等
安
連
歌
が
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
文
書
は
、
橋
本
家
に
は
伝
来
し
な
い
た

め
等
安
自
身
と
そ
れ
以
前
の
情
報
は
甚
だ
少
な
い
。
そ
こ
で
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵

文
書
か
ら
橋
本
家
に
関
わ
る
文
書
を
掲
出
す
る
。

　
「
天
下
安
居
神
事
記
」（6）

に
は
、
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
高
田
蔵
人
忠
国
は
源

頼
朝
の
幣
礼
使
と
し
て
男
山
の
山
下
の
金
振
但
馬
助
宣
の
屋
敷
に
て
沐
浴
精
進
し

て
八
幡
に
参
拝
、
金
振
が
感
応
し
て
翌
寿
永
二
年
に
夫
婦
と
も
に
勤
修
し
て
神
事

に
入
っ
た
こ
と
を
安
居
神
事
の
起
源
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
文
治
二
年
か
ら
郷

民
が
神
事
を
勤
め
、建
久
二
年（
一
一
九
一
）に
橋
本
重
蔵
、宝
治
元
年（
一
二
四
七
）

に
は
橋
本
豊
前
権
守
が
安
居
神
事
の
頭
人
を
勤
め
た
と
記
さ
れ
、「
男
山
考
古
録
」

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
は
な
く
、
近
世
に
作

成
さ
れ
た
由
緒
と
し
て
も
、
橋
本
家
は
往
古
よ
り
安
居
の
神
事
を
勤
仕
す
る
安
居

本
頭
神
人
家
で
あ
る
こ
と
は
認
知
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
八
幡
宮
文
書
に
は
、
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
に
、
大
山
崎
と
の
灯

油
渡
し
を
管
理
し
て
い
た
橋
本
次
郎
左
衛
門
尉
末
満
の
名
が
見
え
る
。
摂
州
よ
り

二
五
四



石
清
水
八
幡
宮
神
人
家
文
書
に
み
る
連
歌
師
紹
巴
と
細
川
幽
斎

八
幡
へ
薪
柴
を
売
る
商
売
の
荷
を
山
崎
領
で
留
め
、
荷
を
焼
き
捨
て
ら
れ
た
。
ま

た
駄
別
と
称
し
て
山
崎
の
渡
し
口
で
、
役
銭
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
文
七

年
に
す
で
に
制
札
及
び
下
知
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
新
関
に
あ
た
る
と
し
て
、
橋

本
二
郎
左
衛
門
が
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
制
札
の
内
容
は
、
永
禄
五
年

（
一
五
六
二
） 

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
に
よ
る
「
石
清
水
八
幡
宮
燈
油
渡
通
路
境

内
橋
本
渡
」
の
禁
制
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
《
史
料
１
》（7）

。

　

橋
本
家
文
書
中
に
は
、
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）「
石
清
水
八
幡
宮
燈
油
通
路

橋
本
渡
舟
之
事
」
が
あ
り
、
右
京
大
夫
か
ら
佐
々
木
大
膳
大
夫
宛
の
写（8）

で
あ
る
。

年
代
か
ら
推
定
す
る
と
佐
々
木
大
膳
大
夫
は
六
角
満
綱
、
右
京
大
夫
は
管
領
細
川

持
之
に
あ
た
る
が
、
本
文
書
の
細
川
持
之
の
花
押
は
、
東
寺
百
合
文
書
等
に
伝
来

す
る
花
押
と
は
相
違
し
、
損
傷
甚
だ
し
い
が
料
紙
・
字
体
か
ら
も
近
世
の
写
し
と

判
断
し
た
。
近
世
に
な
っ
て
橋
本
渡
し
を
管
理
す
る
旧
家
に
も
同
文
の
文
書
が
伝

来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
幡
側
の
橋
本
渡
し
の
権
益
を
主
張
す
る
文
書
と
し
て

近
世
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
に
は

片
岡
助
三
郎
宛
の
「
橋
本
安
芸
守
吉
勝
書
状
」
に
、
嘉
例
と
し
て
五
明
（
扇
）
一

本
頂
戴
に
対
し
て
松
煙（
墨
）二
挺
を
進
上
し
た
と
い
う
。
そ
こ
に「
某
書
状
土
代
」

（
年
未
詳
）
と
し
て
、
橋
本
二
郎
左
衛
門
宛
の
文
書
が
貼
り
継
が
れ
て
い
る（9）

。
橋

本
吉
勝
か
ら
書
状
の
返
事
か
そ
の
関
連
文
書
と
し
て
こ
の
二
通
が
一
括
伝
来
し
た

と
す
る
な
ら
ば
、
橋
本
吉
勝
と
二
郎
左
衛
門
は
同
一
人
物
か
近
い
関
係
と
い
え
る

が
、
今
調
査
の
橋
本
家
と
の
直
接
の
関
係
は
未
だ
不
明
で
あ
る
。

　

現
在
の
橋
本
地
域
に
は
、
浄
土
宗
の
西
遊
寺
、
浄
土
真
宗
正
満
寺
、
日
蓮
宗
本

祥
寺
が
あ
る
が
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
「
神
社
仏
閣
并
坊
舎
寺
庵
改
帳
」

に
よ
る
と
当
地
に
は
地
蔵
堂
・
西
方
寺
・
常
徳
寺
・
米
尾
寺
・
慈
眼
院
・
十
念
寺

な
ど
多
く
の
寺
庵
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
橋
本
寺
が
あ
る
。
開
基
は
不
明
で
あ
る

が
、
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
橋
本
氏
の
一
建
立
で
創
建
さ
れ
、
京
都
本
国
寺
末

の
法
華
宗
で
あ
っ
た
。
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
は
妙
泉
日
珠
が
住
持
で
あ
っ

た
。
八
幡
の
ほ
と
ん
ど
の
寺
庵
は
家
康
領
知
朱
印
状
に
よ
り
わ
ず
か
で
も
寺
領
を

所
持
し
て
い
た
が
、
橋
本
寺
は
無
年
貢
地
で
、
朱
印
地
を
持
た
な
い
た
め
、
橋
本

家
の
支
援
に
拠
っ
た
。
神
宝
所
神
人
落
合
五
郎
右
衛
門
利
経
の
屋
敷
の
隣
地
に
所

在
し
、
寺
号
は
山
崎
橋
の
由
来
で
は
な
く
橋
本
氏
支
配
に
よ
る
と
い
う
。
現
在

西
遊
寺
境
内
に
は
、
題
目
の
名
号
碑
が
残
る
。
裏
面
に
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）

十
二
月
十
三
日
「
施
主
法
春
・
法
悦
・
長
態
」
の
銘
が
あ
る
。
十
八
世
紀
中
頃
の

景
観
を
描
く
石
清
水
八
幡
宮
全
図
に
も
橋
本
寺
跡
と
表
示
さ
れ
、「
男
山
考
古
録
」

に
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
註
進
記
に
橋
本
寺
跡
と
あ
る
と
い
う
《
史
料
２
》（10）

。

近
世
に
渡
し
の
権
益
を
失
い
、
橋
本
家
の
朱
印
地
だ
け
で
は
寺
院
の
存
続
は
次
第

に
困
難
に
な
り
、
名
号
碑
建
立
の
元
禄
期
以
降
、
一
八
世
紀
中
頃
ま
で
に
は
橋
本

寺
は
退
転
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　（
三
）
橋
本
等
安
と
警
固
社
士
橋
本
家

　

橋
本
等
安
は
、
高
好
、
満
介
、
不
伯
斎
と
称
す
。
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）

十
一
月
の
連
歌
で
は
高
好
と
名
乗
り
、
紹
巴
書
状
で
も
宛
名
は
満
介
で
あ
る
が
、

間
も
な
く
出
家
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
翌
天
正
八
年
六
月
以
降
の
連
歌
に
は
等

安
と
名
乗
る
。
本
稿
で
は
、
等
安
と
表
記
す
る
。
生
年
は
不
明
で
、
慶
長
十
八

年
（
一
六
一
三
）
四
月
七
日
に
没
し
、
法
名
は
閑
林
院
等
安
で
あ
る
。
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
）
か
ら
の
連
歌
が
記
録
さ
れ
、
等
安
の
活
動
期
間
を
推
定
す
る
に
、

連
歌
以
外
に
等
安
自
身
に
か
か
わ
る
史
料
は
、
き
わ
め
て
少
な
い
。

二
五
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等
安
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
七
月
「
狩
尾
社
棟
札
写
」《
史
料
３
》（11）

に

そ
の
名
を
記
す
。
狩
尾
社
は
、
八
幡
宮
遷
座
以
前
に
男
山
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、

宇
佐
よ
り
八
幡
大
菩
薩
遷
座
の
時
に
当
山
に
移
動
し
、
護
国
寺
奥
之
院
と
号
し
た

と
い
う
。
慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
戦
の
後
、志
水
忠
宗
が
安
居
神
事
の
頭
役
を
勤
め
、

当
社
大
破
の
様
子
を
家
康
の
内
室
お
亀
に
伝
え
た
。
こ
の
亀
女
・
尾
張
藩
祖
徳
川

義
直
の
生
母
が
本
願
人
と
な
り
田
中
秀
清
に
よ
っ
て
狩
尾
社
が
造
営
さ
れ
た
と
の

由
緒
を
記
す
。
奉
行
・
大
工
・
檜
皮
師
に
加
え
て
、
当
村
衆
中
十
三
名
に
は
橋
本

満
介
入
道
等
安
の
ほ
か
に
、
橋
本
氏
や
落
合
氏
の
名
が
あ
る
。
橋
本
甚
五
郎
は
次

に
述
べ
る
等
安
と
お
な
じ
警
固
社
士
で
、
落
合
五
郎
右
衛
門
・
落
合
八
郎
右
衛
門

は
神
宝
所
神
人
で
あ
る
。
落
合
弥
助
帰
斎
・
橋
本
高
味
は
橋
本
家
文
書
中
に
登
場

し
、
い
ず
れ
も
家
康
領
知
朱
印
状
を
所
持
す
る
。
狩
尾
社
造
営
に
は
、
こ
れ
ら
橋

本
に
居
住
す
る
石
清
水
の
有
力
神
人
が
関
わ
っ
て
い
た
。

　

明
治
五
年（
一
八
七
二
）頃
に
京
都
府
に
提
出
し
た「
歴
代
由
緒
書
」に
よ
る
と
、

橋
本
家
は
橋
本
に
お
い
て
累
代
所
領
を
賜
り
、
橋
本
本
所
と
号
し
、
連
綿
相
続
し

て
き
た
が
、
戊
辰
の
兵
火
に
遭
い
証
跡
を
失
っ
た
た
め
に
橋
本
播
磨
守
長
友
の
男

で
あ
る
橋
本
源
高
好
を
中
祖
一
代
と
し
て
い
る
。慶
長
五
年
家
康
領
知
朱
印
状《
史

料
４
》
に
よ
り
、
五
十
七
石
四
斗
七
升
を
給
さ
れ
、
寛
文
印
知
《
史
料
５
》
で
は
、

安
居
本
頭
十
二
人
組
の
警
固
社
士
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（12）

。
警
固
社
士
と
は
、

遷
宮
儀
式
な
ど
の
祭
礼
時
に
境
内
の
担
当
部
署
を
警
固
す
る
神
人
で
あ
る
。

　

橋
本
家
に
は
、
同
じ
十
二
人
組
の
橋
本
助
六
の
家
康
領
知
朱
印
状
と
、
安
居
脇

頭
神
人
四
十
八
人
組
の
橋
本
三
河
の
家
康
領
知
朱
印
状
が
伝
来
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　（
四
）
等
安
周
辺
の
石
清
水
法
楽
連
歌

　

甘
露
寺
元
長
の
日
記
に
よ
る
と
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
一
）
三
月
六
日
「
石

清
水
御
法
楽
続
歌
被
賦
遣
」
と
あ
り
、
当
番
で
御
所
に
参
内
し
て
い
た
元
長
は

石
清
水
に
奉
納
す
る
続
歌
が
読
ま
れ
て
い
た
と
記
録
し
て
い
る
。
永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）、
続
い
て
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
四
月
二
十
八
日
に
は
織
田
信
長

の
戦
勝
祈
願
の
法
楽
と
し
て
楽
を
奏
し
て
い
る
。
ま
た
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）

十
月
二
十
四
日
八
幡
の
法
楽
の
た
め
に
和
歌
短
冊
が
詠
み
手
に
渡
さ
れ
て
い
る
。

同
十
月
二
十
六
日
に
は
山
科
言
継
が
和
歌
三
首
を
法
楽
、
天
正
十
年
三
月
九
日
に
は

和
歌
百
首
を
石
清
水
に
法
楽
し
、
信
長
の
戦
勝
祈
願
を
行
っ
て
い
る
《
史
料
６
》（13）

。

こ
の
時
期
石
清
水
八
幡
宮
で
は
、
戦
勝
祈
願
等
で
雅
楽
や
和
歌
等
の
法
楽
が
頻
繁

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

　

連
歌
に
つ
い
て
は
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
二
月
五
日
初
卯
の
法
楽
連
歌
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
『
山
科
言
継
日
記
』（14）

に
あ
る
。

　
　
　
　
　

早
旦
参
武
家
、
初
卯
八
幡
御
御
法
楽
御
連
歌
有
之
、
御
人
数
御
門
主
道

　
　
　
　

澄
・
聖
護
院
僧
正
、
大
覚
寺
僧
正
・
義
性
、
三
条
大
納
言
・
實
澄
卿
、
予
、

　
　
　
　

飛
鳥
井
中
将
・
雅
敦
朝
臣
、
不
断
光
院
清
誉
上
人
・
芳
溪
、
細
川
兵
部

　
　
　
　

大
輔
・
藤
孝
、
飯
川
肥
後
守
・
信
堅
、
上
野
下
野
守
・
輝
加
、
曽
我
兵

　
　
　
　

庫
家
頭
・
助
乗
、
飯
川
治
部
少
輔
・
秋
共
、
春
阿
弥
、
執
筆
覚
勝
院
児

　
　
　
　

松
千
代
丸
・
松
林
院
次
男
、
等
也
、
先
白
粥
、
次
吸
物
、
一
盞
有
之
、

　
　
　
　

次
午
下
刻
朝
飡
有
之
、
両
門
跡
之
御
陪
膳
御
部
屋
衆
、
一
色
駿
河
守
、

　
　
　
　

同
四
郎
、
上
野
下
野
守
、
荒
川
與
三
等
也
、
三
、
予
、
飛
中
等
之
前
竹

　
　
　
　

藤
備
後
守
、
小
田
刑
部
少
輔
、
安
田
宮
内
少
輔
等
也
、
清
誉
以
下
御
次

　
　
　
　

歟
、
不
及
見
之
、
御
会
奉
行
摂
津
守
晴
門
朝
臣
、
戌
初
刻
終
了
、
次
公

二
五
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石
清
水
八
幡
宮
神
人
家
文
書
に
み
る
連
歌
師
紹
巴
と
細
川
幽
斎

　
　
　
　

卿
之
物
に
て
御
盃
出
了
、
次
以
摂
津
守
各
珍
重
之
由
申
入
了
、
次
各
退

　
　
　
　

出
了
、
今
日
御
発
句
以
下
如
此

　
　
　
　
　
　

く
る
春
の
年
の
を
な
か
き
柳
哉　
　
　
　
　

大
納
言

　
　
　
　
　
　

な
ら
さ
ぬ
風
に
匂
ふ
梅
か
枝　
　
　
　
　
　

聖
護
院
僧
正

　
　
　
　
　
　

鳥
の
音
に
霞
な
か
ら
の
池
は
れ
て　
　
　
　

三
条
大
納
言

　
　
　
　
　
　

雨
夜
の
朝
け
日
は
さ
や
か
な
り　
　
　
　
　

大
覚
寺
僧
正

　
　
　
　
　
　

月
は
な
を
残
り
て
う
す
き
山
の
は
に　
　
　

予

　
　
　
　
　
　

千
草
の
色
の
ふ
か
き
野
の
末　
　
　
　
　
　

雅
敦
朝
臣

　
　
　
　
　
　

分
入
し
霧
や
袂
に
か
ゝ
る
ら
ん　
　
　
　
　

芳
溪

　
　
　
　
　
　

を
ち
か
た
人
に
や
と
り
と
ふ
春　
　
　
　
　

藤
孝

　

参
席
し
て
い
る
顔
ぶ
れ
を
み
よ
う
。
発
句
主
客
脇
句
亭
主
と
い
う
が
、
早
旦
に

武
家
が
参
り
、
発
句
を
詠
ん
だ
大
納
言
は
、
前
年
永
禄
十
二
年
に
参
議
か
ら
権
大

納
言
に
昇
進
し
た
将
軍
足
利
義
昭
で
は
な
か
ろ
う
か
。
脇
句
は
聖
護
院
門
跡
道
澄

で
あ
る
。
近
衛
稙
家
の
子
で
和
歌
連
歌
を
好
み
信
長
・
秀
吉
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

三
句
の
三
条
大
納
言
實
澄
卿
は
、
歌
道
の
家
職
の
三
条
西
家
で
、
後
に
子
が
幼
少

故
に
細
川
藤
孝
に
中
継
ぎ
の
古
今
伝
授
を
行
っ
て
い
る
。
次
の
大
覚
寺
宮
空
法
親

王
義
性
は
、
後
陽
成
天
皇
を
兄
に
も
ち
、
和
歌
連
歌
を
好
み
細
川
幽
斎
よ
り
古
今

伝
授
を
う
け
後
水
尾
天
皇
に
相
伝
し
た
智
仁
親
王
の
兄
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
山
科

言
継
、
飛
鳥
井
中
将
雅
敦
と
続
く
。
不
断
光
院
芳
渓
は
、
島
津
貴
久
に
招
か
れ
鹿

児
島
に
不
断
光
院
を
開
創
、
連
歌
を
好
む
浄
土
宗
の
僧
侶
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後

に
藤
孝
の
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
楽
連
歌
は
、
戦
国
武
将
で
あ
り
、
古
典
・

有
職
故
実
・
茶
道
・
音
曲
等
の
学
問
芸
能
に
通
じ
た
文
化
人
細
川
藤
孝
が
参
席
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
飛
鳥
井
雅
敦
は
、
こ
の
年
越
前
金
ケ
崎
攻
め
に
も

従
軍
し
た
公
家
で
あ
り
、
飯
川
肥
後
信
堅
・
曽
我
兵
庫
助
乗
等
は
室
町
将
軍
家
に

仕
え
て
い
た
。当
代
一
流
の
連
衆
が
う
ち
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
の
、改
元
を
め
ぐ
っ

て
足
利
義
昭
と
織
田
信
長
の
対
立
が
表
面
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
将
軍
家
が
主
催

す
る
源
氏
の
氏
神
石
清
水
八
幡
宮
で
の
法
楽
連
歌
は
、
思
惑
が
交
錯
し
た
も
の
で

あ
っ
た
ろ
う
。
早
旦
よ
り
は
じ
め
戌
刻
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
な
立
ち

位
置
を
め
ぐ
っ
て
各
地
の
動
向
な
ど
最
新
の
情
報
収
集
の
機
会
と
し
て
、
等
安
は

じ
め
石
清
水
の
神
人
ら
が
注
視
し
た
連
歌
で
あ
っ
た
。

　
　
　
三
、
橋
本
家
文
書
の
連
歌

　
　
　
　
　（
一
）
橋
本
家
文
書
の
連
歌
資
料

　

箱
５
の
巻
子
三
巻
の
内
、第
一
・
第
二
の
巻
（
箱
５
―
１
・
２
）
は
、上
部
が
靑
色
、

下
部
が
紫
色
の
内
曇
の
料
紙
を
、
上
下
で
断
裁
し
た
横
切
紙
を
貼
り
継
ぎ
、
見
返

し
表
は
と
も
に
紺
紙
銀
泥
で
草
花
を
描
く
。
連
歌
懐
紙
は
、
通
常
は
竪
紙
を
横
に

折
っ
た
折
紙
四
枚
を
綴
じ
る
。
初
折
り
に
年
月
日
な
ど
の
端
作
と
八
句
を
、
そ
の

裏
に
十
四
句
、
二
枚
・
三
枚
目
表
裏
と
四
枚
目
（
名
残
）
の
表
も
同
様
に
十
四
句
、

最
後
の
四
枚
目
裏
に
八
句
を
記
し
て
合
わ
せ
て
百
韻
と
な
る
。
末
尾
に
「
句
上
」

と
し
て
作
者
名
と
句
数
が
一
覧
さ
れ
る
。
橋
本
家
の
第
一
巻
は
、
内
曇
の
切
紙
五

紙
（
縦
一
六
・
五
、
第
一
紙
五
一
・
一
、
第
二
紙
五
四
・
四
、
第
三
紙
五
四
・
三
、
第

四
紙
五
三
・
九
、
第
五
紙
四
六
・
九
㎝
）
に
、
等
安
独
吟
百
韻
に
、
紹
巴
の
花
押
の

あ
る
書
状
で
完
結
し
て
い
る
。

　

第
二
巻
も
同
様
に
内
曇
の
切
紙
五
紙
（
縦
一
六
・
五
、
第
一
紙
五
三
・
五
、
第
二

紙
五
四
・
七
、
第
三
紙
五
四
・
八
、
第
四
紙
五
四
・
六
、
第
五
紙
三
九
・
四
㎝
）
を
貼

二
五
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り
継
ぎ
百
韻
に
句
上
を
記
し
、
付
墨
二
十
三
句
此
内
長
二
の
評
点
が
あ
る
。

　

第
三
巻
（
箱
５
―
３
）
は
、
縦
一
六
・
三
に
第
一
か
ら
第
十
三
紙
ま
で
、
四
四
・

一
、四
五
・
九
、二
九
・
四
、四
六
・
〇
、四
〇
・
七
、四
三
・
二
、四
七
・
六
、三
七
・
三
、四
六

・
六
、四
六
・
五
、四
六
・
四
、三
六
・
八
、三
五
・
〇
㎝
を
計
り
、
四
十
二
句
・
九
句
・
百

韻
な
ど
の
六
回
の
試
作
に
紹
巴
の
採
点
や
書
状
を
貼
り
継
い
で
い
る
。

　

箱
３
―
107
、
横
半
帳
（
一
三
・
〇
×
二
〇
・
五
㎝
）
の
表
紙
題
箋
に
「
高
好
連
歌
」

と
し
、
橋
本
等
安
主
催
の
連
歌
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
各
会
の
連

歌
を
年
月
日
・
前
書
・
句
上
・
発
句
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
２
「
橋
本
家
連
歌
等
一
覧
」

（
二
六
六
・
七
頁
）
で
あ
る
。
表
２
の
No
は
、
本
文
中
は
〈　

〉
内
の
数
字
で
表
す
。

　

箱
３
―
107
の
帳
面
に
は
、元
亀
二
年（
一
五
七
一
）か
ら
天
正
十
四
年（
一
五
八
六
）

ま
で
二
十
二
回
の
連
歌
が
ま
と
め
ら
れ
、そ
の
う
ち
〈
3
〉
の
天
正
四
年
卯
月
独
吟
・

〈
８
〉
天
正
七
年
十
一
月
十
一
日
三
吟
・〈
13
〉
年
月
日
不
詳
、
高
好
独
吟
・〈
22
〉

天
正
十
四
年
六
月
二
十
二
日
の
四
度
の
連
歌
は
、
箱
５
の
〈
23
〉・〈
24
〉・〈
25
〉・

〈
30
〉
の
連
歌
と
同
一
で
あ
り
、
箱
３
―
107
の
作
成
時
に
再
度
掲
出
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
れ
を
表
２
の
対
照
欄
に
記
し
た
。
加
点
や
句
上
を
記
さ
ず
、
年
月

日
と
等
安
と
の
み
書
す
る
箇
所
〈
11
〉〈
16
〉
も
あ
り
、
こ
の
帳
面
は
、
未
だ
完
成

を
見
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　（
二
）
紹
巴
の
評
点
と
書
状

　

橋
本
家
の
連
歌
に
は
、
ほ
と
ん
ど
に
評
点
が
付
さ
れ
、
紹
巴
の
花
押
と
思
わ
れ

る
書
状
が
続
く
（
二
六
八
頁
）。

　

箱
５
―
１
、
表
２
〈
23
〉
天
正
四
年
卯
月
の
何
路
連
歌
は
、
発
句
「
太
山
木
を

あ
ら
わ
す
花
の
若
葉
哉
」
に
百
句
の
高
好
（
等
安
）
独
吟
に
評
点
が
加
え
ら
れ
、

付
墨
廿
七
句
と
し
、
次
の
よ
う
な
書
状
（
表
２
Ａ
・
Ｂ
）
が
続
く
。

　
　
　

右
御
独
吟
近
比
珍
重
候
、
地
連
歌

　
　
　

行
や
う
已
下
う
つ
く
し
き
ま
ゝ

　
　
　

長
句
な
く
候
、
御
心
持
如
此
候
ハ
ヽ

　
　
　

弥
面
白
成
行
候
ハ
ん
と
た
の
も
し
く
候

　
　
　

奇
妙
な
る
句
ハ
候
へ
共
、
そ
ろ
ひ

　
　
　

候
ハ
ね
は
、
無
曲
候　

猶
以
面
候
、
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

橋
本
満
介
殿　

ま
い
る

　
　
　

又
申
候
、
従
来
廿
五
日
千
句
候
、
可
有
御
出

　
　
　

座
候
ハ
ヽ
、
召
悦
と
可
被
仰
合
候

　
　
　

召
悦
ハ
可
有
上
洛
之
由
候
、
但
定
日
ハ

　
　
　

上
様
御
下
国
次
第
候
、
抑
先
日
者
大
根

　
　
　

廿
八
本
受
用
珍
味
候
キ
、
返
々
于
今

　
　
　

御
養
生
と
又
寒
天
候
条
、
千
句

　
　
　

長
座
昼
夜
之
事
候
、
御
分
別
専
一
候

　
　
　

取
乱
書
中　

如
何　
　
　

　
　
　
　
　
　

十
九

　　

橋
本
満
介
の
独
吟
は
、
近
頃
は
上
達
が
著
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
地
連
歌
と
は
特

別
な
趣
向
を
凝
ら
さ
な
い
句
で
、趣
向
の
目
立
つ
「
有
文
」
の
対
義
語
と
し
て
「
無

二
五
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文
」
と
も
称
さ
れ
、
行
様
（
連
歌
の
進
行
・
展
開
）
の
う
え
で
基
調
と
な
り
重
要

視
さ
れ
た
。
書
状
で
は
長
句
は
な
い
が
、
こ
の
地
連
歌
の
進
行
は
見
事
で
あ
る
と

い
う
。
連
歌
に
取
り
組
む
姿
勢
が
頼
も
し
く
期
待
す
る
と
し
つ
つ
も
、
奇
妙
な
る

良
き
句
も
そ
ろ
わ
ね
ば
工
夫
が
無
く
面
白
み
が
な
い
。
ま
た
来
る
二
十
五
日
に
千

句
連
歌
興
行
を
伝
え
、
召
悦
と
と
も
に
観
覧
を
す
す
め
て
い
る
。
召
悦
上
洛
の
日

程
は
、
上
様
下
国
次
第
と
あ
り
、
上
様
は
織
田
信
長
と
し
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

召
悦
は
等
安
と
も
親
交
が
あ
り
、
こ
の
時
信
長
に
仕
え
る
人
物
で
あ
ろ
う
か（15）

。

千
句
は
、
百
韻
を
十
巻
、
日
を
置
か
ず
に
ま
と
め
て
完
成
さ
せ
る
た
め
、
昼
夜
の

長
座
に
備
え
る
よ
う
す
す
め
て
い
る
。

　

箱
５
の
三
巻
目
、
表
２
〈
25
〉
の
高
好
の
「
か
す
見
に
あ
く
る
遠
か
た
の
山
」

に
四
十
二
句
が
続
き
、
そ
の
後
に
書
状
（
表
２
Ｃ
）
が
続
く
。

　
　

従
一
昨
日
勝
龍
寺
ニ
参
候
て

　
　

只
今
帰
宅
候
、
此
御
巻
物

　
　

到
来
之
刻
発
足
候
キ
、
於

　
　

御
天
主
御
両
吟
御
興
行

　
　

重
而
懐
紙
可
進
候
、
明
日

　
　

早
天
ニ
京
上
候
、
十
四
、五
日
も

　
　

江
州
二
而
近
々
滞
留
候
た
る
へ
く
候
、　

　
　

渕
可
・
貞（

村
井
カ
）勝

へ
も
此
旨
御

　
　

伝
達
所
希
候
、
猶
追
而

　
　

可
申
候
、
か
し
く

　
　
　
　

林（
六
月
）鐘

六
日　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　

橋
満
介
殿

　
　
　
　
　
　
　

ま
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

　

書
状
に
よ
る
と
一
昨
日
に
勝
竜
寺
か
ら
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
へ
、
こ
の
巻
物
が
到

来
し
、
天
主
に
お
い
て
紹
巴
と
細
川
藤
孝
ふ
た
り
の
両
吟
連
歌
興
行
へ
出
か
け
て

い
た
と
い
う
。
勝
竜
寺
城
は
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
四
月
頃
に
は
織
田
信

長
の
命
を
受
け
て
西
岡
支
配
の
拠
点
と
し
て
細
川
藤
孝
が
入
城
し
て
い
る
。
さ
ら

に
戦
略
上
防
御
強
化
を
図
り
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
西
岡
各
戸
か
ら
三
日
間

の
普
請
人
足
許
可
を
受
け
、
大
規
模
改
修
が
成
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
巻
子
は
、
連
歌
が
年
代
順
に
配
置
さ
れ
、
次
に
天
正
五
年
弥
生
初
三
日
の

九
句
が
続
い
て
お
り
、
連
歌
の
端
作
に
年
紀
な
く
書
状
が
出
さ
れ
た
年
は
不
明
で

あ
る
が
、
年
紀
順
と
す
る
と
天
正
四
年
以
前
で
あ
る
。

　

書
状
に
あ
る
御
天
主
で
の
御
両
吟
御
興
行
に
つ
い
て
は
、『
連
歌
総
目
録
』
に

よ
る
と
、
元
亀
四
年
六
月
五
日
に
藤
孝
「
花
の
時
も
風
を
や
ま
た
む
夕
涼
み
」
の

発
句
、
藤
孝
・
紹
巴
両
吟
連
歌
の
写
本
が
今
も
多
く
伝
世
し
て
い
る
。
こ
の
書
状

の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
紹
巴
は
一
昨
日
の
四
日
に
勝
竜
寺
城
に
出

向
き
五
日
に
連
歌
興
行
、
六
日
に
帰
宅
し
こ
の
橋
本
満
介
宛
の
書
状
を
認
め
た
こ

と
に
な
り
符
合
す
る
。
諸
本
に
は
六
月
六
日
・
二
十
四
日
・
二
十
六
日
の
日
付
も

あ
る
が
、
日
付
の
整
合
性
か
ら
六
月
五
日
の
両
吟
と
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
両
吟
の
出
来
栄
え
に
余
程
満
足
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
こ
の
時
の
連
歌
懐
紙

を
進
呈
す
る
の
で
、
明
日
京
に
上
る
こ
と
を
促
し
、
紹
巴
は
ま
た
近
い
う
ち
に

近
江
に
出
立
、
し
ば
ら
く
滞
留
す
る
と
い
う
。
こ
こ
に
登
場
す
る
貞
勝
・
渕
可
に

二
五
九



京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号

つ
い
て
、
貞
勝
は
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
八
月
十
八
日
、
発
句
が
紹
巴
、
脇
句
貞

勝
の
「
賦
初
何
百
韻
」
の
十
五
名
の
連
衆
に
渕
可
も
六
句
を
上
げ
て
い
る（16）

。
表
２

〈
1
〉
元
亀
二
年
・〈
2
〉
元
亀
四
年
で
も
渕
可
と
貞
勝
は
等
安
の
連
歌
に
参
加
し
、

そ
の
親
交
は
明
ら
か
で
あ
る
。
貞
勝
は
元
亀
元
年
京
都
支
配
に
あ
た
り
天
正
元
年

に
所
司
代
に
就
任
し
た
村
井
貞
勝
と
し
て
お
き
た
い
。
紹
巴
は
、
勝
竜
寺
城
・
京
・

近
江
等
へ
転
々
と
移
動
の
合
間
に
あ
っ
て
も
等
安
の
句
評
を
行
い
、
勝
竜
寺
城
の

秀
作
藤
孝
紹
巴
両
吟
に
つ
い
て
、
貞
勝
・
渕
可
に
も
伝
え
て
共
有
し
よ
う
と
す
る

連
歌
指
導
者
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

先
に
見
た
元
亀
元
年
石
清
水
の
法
楽
連
歌
で
同
席
し
た
三
条
西
實
澄
は
、
勝
竜

寺
城
の
殿
主
に
て
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
六
月
十
七
日
に
古
今
集
の
切
紙
伝

授
を
藤
孝
に
行
っ
て
い
る
。
天
正
五
年
十
二
月
に
は
勝
竜
寺
城
の
新
造
御
殿
で
紹

巴
等
を
招
い
て
連
歌
会
を
催
し
て
い
る
。
吉
田
兼
見
も
勝
竜
寺
城
へ
囲
碁
や
古
典

研
究
に
答
え
る
た
め
度
々
訪
問
し
て
い
る（17）

。
そ
も
そ
も
連
歌
会
の
席
は
、
床
の

間
に
三
つ
具
足
な
ど
の
床
飾
り
と
連
歌
神
で
あ
る
菅
原
道
真
像
の
掛
軸
を
掛
け
、

座
敷
に
は
執
筆
が
懐
紙
や
硯
箱
を
す
え
た
文
台
の
前
に
座
す
。
連
歌
全
体
の
進
行

を
指
導
す
る
宗
匠
や
連
衆
の
人
数
に
よ
っ
て
集
う
広
間
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
場

所
は
、
山
に
向
か
い
水
に
面
し
た
眺
め
の
良
い
景
色
の
優
れ
た
所
を
え
ら
び
、
趣

の
あ
る
建
物
や
眺
望
・
庭
な
ど
の
周
囲
の
環
境
も
求
め
ら
れ
る（18）

。
そ
う
す
る
と

勝
竜
寺
城
の
天
主
の
存
在
は
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
に
遡
り
、
そ
の
後
も
古
今

伝
授
や
連
歌
な
ど
を
行
う
場
と
し
て
文
化
的
に
興
趣
を
そ
そ
る
空
間
構
造
を
備
え

た
建
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
天
正
五
年
弥
生
初
三
日
の
九
句
に
次
の
書
状
（
表
２
Ｄ
）
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

返
々
両
種

　
　
　
　
　

無
比
類

　
　
　
　
　

腎
慶
候

　
　
　
　
　

貴
所

　
　
　
　
　

御
所
□
ハ
如
何

　
　

い
ま
た
不
被
出
候
ハ
ヽ
花
ハ
人
に
も

　
　

可
然
候
、
さ
て
ハ
萍
た
る
へ
く
候　

　
　

昨
日
紫
野
へ
参
候
て
御
返
事

　
　

不
申
入
候
、
御
樽
両
種
名

　
　

今
日
可
試
候
、
急
候
て
、
不

　
　

及
別
紙
候
、
恐
々
頓
首

　
　
　
　

三
五　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　

橋
満
介
殿　

ま
い
る　

御
返
報

　

講
評
を
乞
う
た
花
の
九
句
の
う
ち
、
と
り
わ
け
「
下
水
に
ち
る
や
萍
の
花
さ
か

り
」
の
句
に
対
す
る
評
価
を
書
状
で
述
べ
、
昨
日
京
都
の
紫
野
に
参
り
、
直
ぐ
に

返
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
満
介
か
ら
連
歌
指
導
の
礼
物
と
し
て
二
種
の
樽
酒

を
今
日
試
す
と
い
う
。

　

次
に
〈
28
〉
天
正
七
年
六
月
に
つ
く
書
状
（
表
２
Ｅ
）
で
あ
る
。

　
　
　

如
仰
合
不
申
来
候
、
御
会
候
哉

　
　
　

御
発
句
則
付
墨
候
、
重
点

　
　
　

不
嫌
候
、
ま
ち
〳 

〵
、
方
〳 

〵

二
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石
清
水
八
幡
宮
神
人
家
文
書
に
み
る
連
歌
師
紹
巴
と
細
川
幽
斎

　
　
　

む
ら
〳 

〵
な
と
ゝ
留
候
哉
、
一

　
　
　

切
不
嫌
候
、
急
候
間
書
中

　
　
　

省
略
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臨
江
斎

　
　
　
　
　

六
十
四　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　

橋
満
殿　

ま
い
る　

御
返
報

　

花
押
は
前
の
書
状
と
同
じ
形
状
だ
が
、
こ
こ
で
は
臨
江
斎
と
名
乗
っ
て
い
る
。

「
桐
の
葉
や
ふ
み
わ
け
て
た
つ
秋
の
風
」の
発
句
五
句
に
対
し
て
町
々
、方
々
、村
々

の
よ
う
に
同
じ
言
葉
を
繰
り
返
す
重
点
で
句
留
を
提
案
し
て
い
る
。

　

紹
巴
は
、
当
代
一
流
の
文
化
人
・
戦
国
大
名
等
の
間
を
行
き
来
す
る
合
間
に
等

安
の
連
歌
に
長
点
を
加
え
書
状
を
認
め
、
地
位
や
身
分
を
越
え
た
幅
広
い
親
交
に

努
め
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　
　（
三
）
紹
巴
と
細
川
幽
斎
に
よ
る
両
評
点

　

幽
斎
・
紹
巴
両
者
の
評
点
が
箱
３
―
107
、
表
２
〈
17
〉
に
あ
る
。
端
作
に
「
天

正
八
年
八
月
、
藤
孝
朱
点
、
紹
巴
付
墨　

両
吟
」
と
あ
り
、
紹
巴
の
付
墨
廿
句
、

此
内
長
二
、
朱
筆
で
藤
孝
付
墨
廿
五
句
と
両
者
の
評
価
が
あ
る
。
細
川
藤
孝
本
人

に
直
接
評
価
を
受
け
た
と
す
る
と
、
天
正
八
年
は
、
七
月
十
七
日
本
願
寺
降
伏
後
、

勝
竜
寺
城
に
一
時
帰
城
、
丹
後
国
を
拝
領
し
八
月
四
日
に
は
下
向
、
同
月
二
十
一

日
宮
津
城
建
設
を
信
長
に
報
告
、
九
月
二
日
に
安
土
城
へ
赴
く（19）

。
八
月
三
日
ま

で
に
藤
孝
が
勝
竜
寺
城
に
在
城
し
て
い
た
時
か
、
あ
る
い
は
丹
後
国
へ
移
動
中
の

寸
暇
に
評
点
を
得
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

等
安
の
連
歌
を
『
連
歌
総
目
録
』
で
み
る
と
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
三
月

十
六
日
賦
何
人
連
歌
で
は
、
紹
巴
発
句
に
脇
句
を
藤
孝
が
、
連
衆
に
は
、
昌
叱
、

心
前
、
文
閑
等
に
交
じ
り
橋
本
等
安
が
八
句
を
詠
ん
で
い
る（20）

。
等
安
は
連
歌
の

錚
々
た
る
十
名
に
交
じ
り
連
歌
の
妙
手
と
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

　

箱
５
―
３
、
表
２
〈
30
〉
は
、
墨
と
朱
の
長
点
が
加
え
ら
れ
、「
付
墨
丗
一
句

　

内
長
一
」、
朱
筆
で
「
付
墨
廿
五
句　

此
内
長
二
」
と
評
価
が
あ
り
【
幽
斎
・

紹
巴
両
評
点 

等
安
独
吟
百
韻
連
歌
】《
史
料
７
》
に
掲
出
し
た
。
奥
書
に
「
此
百

韻
墨
点
事
書
奥
書　

玄
旨
真
筆
也
／
同
朱
点
者
紹
巴
写
也
」
と
慶
長
三
年
に
不
伯

斎
等
安
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
。
墨
色
の
長
点
と
本
文
中
の
注
釈
は
玄
旨
（
細

川
幽
斎
）、
朱
筆
が
紹
巴
で
、
両
者
に
評
点
を
受
け
た
等
安
独
吟
百
韻
と
い
え
る
。

こ
こ
に
は
年
紀
は
な
い
が
、
箱
３
―
107
の
〈
22
〉
に
同
じ
連
歌
が
書
き
写
さ
れ
、

端
作
に
あ
た
る
部
分
に
「
天
正
十
四
年
六
月
廿
二
日　

越
前
北
庄
ニ
知
人
在
し
を

尋
行
、
不
思
逗
留
せ
し
か
ハ
旅
宿
の
従
然
に
相
綴
侍
し
を
玄
旨
・
紹
巴
へ
合
点
ヲ

望
畢
」
と
あ
り
、
年
紀
が
判
明
す
る
。

　

天
正
八
年
丹
後
へ
国
替
え
後
の
天
正
十
四
年
の
細
川
幽
斎
の
動
向
を
み
る
と
、

正
月
京
よ
り
二
十
七
日
秀
吉
連
歌
興
行
の
た
め
に
坂
本
へ
下
向
、二
月
に
は
帰
京
、

四
月
三
日
大
坂
よ
り
帰
京
、
五
月
十
九
日
丹
後
か
ら
の
書
状
が
吉
田
兼
見
に
届
い

た
と
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
藤
孝
は
丹
後
へ
帰
国
し
て
い
た（21）

。
八
月
十
一

日
再
度
上
洛
と
あ
る
。
翌
十
五
年
四
月
に
は
秀
吉
に
従
い
九
州
へ
下
向
す
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
前
の
し
ば
し
国
元
で
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
た
時
で
あ
ろ
う
。
幽
斎
真

筆
を
明
ら
か
に
す
る
材
料
は
、
今
は
な
い
が
、
こ
の
連
歌
の
評
点
は
、
等
安
が
北

庄
に
知
人
を
訪
問
し
、
長
逗
留
の
間
に
、
丹
後
帰
国
中
の
幽
斎
に
評
点
を
受
け
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
時
の
紹
巴
の
所
在
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
紹

二
六
一
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巴
朱
点
写
」
と
あ
り
、
筆
跡
か
ら
紹
巴
の
評
点
は
等
安
に
よ
っ
て
朱
筆
で
写
さ
れ

た
と
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
両
者
の
評
点
及
び
講
評
の
比
較
・
検
討
に
つ

い
て
は
今
後
の
研
究
に
俟
ち
た
い
。

　

古
今
伝
授
を
行
う
当
代
一
流
の
文
化
人
で
あ
り
戦
国
武
将
の
細
川
幽
斎（
藤
孝
）

と
連
歌
の
第
一
人
者
で
あ
る
紹
巴
、
こ
の
両
者
の
評
点
は
、
橋
本
家
連
歌
の
他
に

見
な
い
特
徴
で
あ
る
。

　
　
　
　
　（
四
）
等
安
主
催
の
連
歌
会
の
連
衆

　

等
安
が
開
催
す
る
連
衆
を
見
て
お
こ
う
。
表
の
〈
14
〉
の
句
上
に
は
十
四
名
の

連
衆
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
末
尾
に
「
天
正
五
暦
十
月
十
九
日
」
と
あ
り
、
こ
れ
を

年
紀
と
し
た
。

　

東
寺
遍
照
新
院
貞
海
は
、
東
寺
の
南
遍
照
心
院
大
通
寺
に
属
す
る
僧
侶
で
あ
ろ

う
か
。
新
善
法
寺
賢
心
は
、
清
の
通
字
が
無
い
こ
と
か
ら
、
社
務
家
新
善
法
寺
家

の
家
系
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
く
、
家
臣
で
あ
ろ
う
。
奥
村
善
右
衛
門
尉
入
道

宗
白
は
、
石
清
水
八
幡
宮
の
神
人
と
す
る
と
小
禰
宜
座
神
人
の
奥
村
氏
で
あ
ろ
う

か
。
清
林
庵
は
、
近
世
に
は
柴
座
町
居
住
の
森
川
何
某
が
相
続
し
て
森
川
院
と
改

称
し
た
浄
土
宗
三
十
六
ケ
寺
組
の
内
の
一
石
四
斗
の
寺
領
を
持
つ
。
連
衆
の
ひ
と

り
森
川
与
兵
衛
清
永
は
、
清
林
庵
の
檀
家
の
一
族
か
、
壇
所
町
周
辺
に
居
住
す
る

豊
か
な
神
人
で
あ
ろ
う
。
橘
本
坊
春
誉
・
宮
本
坊
重
祐
は
男
山
の
宿
坊
の
住
僧
で

あ
る
。
公
文
所
宮
内
卿
院
興
・
同
法
眼
院
慶
は
、「
公
文
所
上
野
家
由
緒
書
」（22）

に

よ
る
と
第
二
十
三
代
紀
院
興
は
、
年
未
詳
で
あ
る
が
法
橋
権
律
師
に
叙
さ
れ
、
院

興
の
嫡
男
院
慶
は
、
法
眼
権
少
僧
都
に
叙
任
、
天
正
十
七
年
十
一
月
廿
七
日
豊
臣

秀
吉
朱
印
状
に
よ
っ
て
、
高
六
十
四
石
余
を
賜
っ
た
と
あ
る
。
公
文
所
と
は
八
幡

宮
の
寺
務
を
司
る
所
司
で
あ
り
、
宮
寺
印
を
管
理
す
る
こ
と
か
ら
、
八
幡
宮
寺
か

ら
の
公
文
書
の
発
行
、
放
生
会
な
ど
の
祭
礼
や
遷
宮
儀
式
を
奉
行
し
、
諸
神
人
の

出
頭
命
令
書
等
を
交
付
す
る（23）

。
祭
礼
の
重
要
な
実
務
を
担
い
、
諸
神
人
と
直
に

つ
な
が
る
役
職
に
あ
る
。
連
衆
は
、
石
清
水
の
支
配
層
で
は
な
い
が
、
祭
礼
や
寺

庵
の
重
要
な
役
割
を
担
う
富
裕
な
神
人
で
あ
っ
た
。

　
〈
18
・
19
〉
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
の
三
吟
・
五
吟
の
連
歌
の
連
衆
に
は
、

毎
回
の
よ
う
に
参
席
す
る
香
澄
に
加
え
て
「
由
己
」
が
あ
る
。
軍
記
物
の
著
述
家

で
あ
り
、
和
歌
や
連
歌
・
謡
曲
な
ど
の
多
彩
な
才
能
で
も
っ
て
豊
臣
秀
吉
の
御
伽

衆
・
祐
筆
と
し
て
仕
え
た
大
村
由
己
そ
の
人
で
あ
る
。〈
18
〉
に
は
次
の
よ
う
な

紹
巴
書
状
（
表
２
F
）
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　
　

今
日
祝
儀
珍
重
候
、

　
　

一
昨
日
香
曲
申
入
ニ
乍
憚
付
墨
候

　
　

由
己
等
安
な
と
連
衆
へ
□
此
度
の
ハ

　
　

不
出
来
候
歟
猶
重
而
可
給
候

　
　

不
及
別
紙
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　

端
午　
　
　
　
　
　
　

臨
口
斎
紹
巴

　
　
　

宮
本
坊
ま
い
る

　
　
　
　
　
　

御
同
宿
中

　
「
今
日
祝
儀
珍
重
」
と
指
導
料
の
礼
を
述
べ
、「
由
己
・
等
安
な
と
連
衆
ヘ
□
此

度
の
ハ
不
出
来
候
歟
」
と
厳
し
い
評
価
を
率
直
に
述
べ
ら
れ
る
関
係
を
築
い
て
い

た
。
書
状
の
宛
所
が
宮
本
坊
同
宿
中
と
あ
り
、
由
己
を
は
じ
め
、
等
安
・
香
澄
は

二
六
二



石
清
水
八
幡
宮
神
人
家
文
書
に
み
る
連
歌
師
紹
巴
と
細
川
幽
斎

宮
本
坊
に
滞
在
し
、
そ
こ
で
連
歌
が
行
わ
れ
て
い
た
。『
山
城
綴
喜
郡
誌
』
に
い

う
等
安
が
秀
吉
の
御
連
衆
で
あ
っ
た
と
い
う
史
料
は
、
本
文
書
中
に
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
が
、
由
己
と
の
関
係
か
ら
連
歌
を
通
じ
て
豊
臣
家
に
近
い
関
係
を
築
い

て
い
た
と
い
え
る
。

　

天
正
十
四
年
二
月
十
日
〈
20
〉
に
は
、
対
岸
の
山
崎
に
お
い
て
関
善
右
衛
門
が

興
行
し
た
連
歌
に
参
席
し
て
い
る
。
永
禄
十
一
年
十
二
月
「
大
山
崎
惣
中
連
署

状
」
に
関
善
右
衛
門
は
一
味
同
心
の
社
家
一
七
五
名
の
一
人
で
あ
り
、
宗
弘
は
不

明
な
が
ら
、
発
句
を
勤
め
て
い
る
こ
と
か
ら
善
右
衛
門
か
も
し
れ
な
い
。
紹
員
は

慶
長
六
年
「
大
山
崎
惣
中
定
」
一
三
四
名
に
、
ま
た
慶
長
六
年
「
社
領
分
帳
」
に

井
尻
紹
員
と
そ
の
名
を
記
す
。
紹
巴
書
状
（
Ｂ
）
に
あ
る
召
悦
を
交
え
た
六
名
で
、

等
安
は
、
二
十
句
を
詠
み
五
の
長
点
を
紹
巴
か
ら
受
け
て
い
る
。
ま
た
文
禄
二
年

（
一
五
八
三
）
十
一
月
二
十
六
日
、
九
条
稙
通
八
十
を
賀
す
る
連
歌
で
等
安
と
紹

員
に
久
林
が
参
席
し
て
い
る（24）

。
山
崎
宗
鑑
以
来
、
連
歌
の
盛
ん
な
大
山
崎
で
の

吟
行
は
、
八
幡
と
連
歌
交
流
が
親
密
に
行
わ
れ
て
い
た
証
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
む
す
び
に
か
え
て

　

橋
本
家
に
残
る
等
安
の
連
歌
は
、
紹
巴
に
よ
る
連
歌
指
導
を
中
心
に
細
川
幽
斎

の
評
点
を
加
え
、ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。指
導
の
回
数
は
、天
正
七
年
に
は
六
回
、

天
正
八
年
四
回
、
元
亀
二
年
か
ら
天
正
十
四
年
ま
で
の
十
五
年
間
に
二
十
数
回
に
及

ぶ
。
紹
巴
の
添
削
の
頻
度
を
比
較
す
る
資
料
を
持
た
な
い
が
、
書
状
に
今
日
の
祝
儀

を
喜
び
、
酒
樽
の
試
飲
を
愉
し
み
、
贈
答
の
大
根
に
二
十
八
本
と
本
数
ま
で
を
記
し

て
珍
味
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
紹
巴
が
あ
る
。
物
品
の
贈
答
に
よ
っ
て
も
心
を
通
わ

せ
る
親
し
い
間
柄
と
想
像
で
き
る
。
紹
巴
は
、信
長
、秀
吉
や
そ
の
家
臣
、戦
国
大
名
、

和
歌
連
歌
に
長
じ
た
公
家
だ
け
で
な
く
、
橋
本
等
安
の
よ
う
な
地
侍
に
も
親
し
く
連

歌
指
導
を
行
っ
て
い
た
。
身
分
を
越
え
た
幅
広
い
親
交
に
よ
っ
て
、
連
歌
に
求
め
る

交
渉
や
仲
介
な
ど
の
政
治
的
な
実
利
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
ま
さ
し
く

紹
巴
で
あ
っ
た
。
ま
た
細
川
幽
斎
は
、
貴
顕
と
の
仲
介
を
惜
し
ま
ぬ
人
柄
ゆ
え
に
、

等
安
は
幽
斎
の
評
点
を
獲
得
で
き
た
。
連
歌
は
、身
分
や
地
位
・
格
式
を
越
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
裾
野
を
広
げ
る
手
段
で
あ
っ
た
。

　

和
歌
が
書
物
を
参
考
に
寝
て
も
覚
め
て
も
熟
考
す
る
の
に
対
し
て
、
連
歌
は
付
句

に
よ
っ
て
次
々
に
歌
の
世
界
が
変
化
す
る
。
合
戦
に
打
ち
出
す
よ
う
に
臨
機
応
変

に
素
早
く
対
応
す
る
の
が
連
歌
あ
り
、
生
き
残
り
の
技
を
磨
く
た
め
で
も
あ
っ
た（25）

。

石
清
水
八
幡
宮
の
膝
下
、橋
本
と
い
う
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、近
世
へ
の
転
換
期
に
、

個
人
の
教
養
や
趣
向
だ
け
で
な
く
、
身
の
処
し
方
を
見
極
め
、
家
の
存
続
に
か
か
わ

る
文
芸
活
動
で
あ
る
連
歌
に
等
安
は
没
頭
し
、
そ
の
妙
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　

橋
本
家
は
石
清
水
八
幡
宮
の
本
頭
神
人
と
し
て
近
世
を
通
し
て
橋
本
地
域
の
自

治
と
祭
祀
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
、
伝
来
す
る
古
文
書
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
石

清
水
の
地
侍
で
あ
っ
た
橋
本
家
は
、
中
世
以
来
対
岸
の
山
崎
と
の
渡
し
の
権
益
を
手

放
し
な
が
ら
も
、
織
豊
期
に
連
歌
と
い
う
文
芸
活
動
に
よ
り
人
脈
を
構
築
し
、
近
世

橋
本
の
神
人
家
の
地
位
を
守
り
伝
え
て
い
た
。

二
六
三



京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号

　
【
注
】

（
1
）『
京
都
府
立
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
集
報
』
第
５
号
、

二
〇
一
九
年
。『
舞
鶴
の
地
域
連
携
と
世
代
間
交
流　

井
上
奥
本
家
文
書
調

査
報
告
』（
京
都
府
立
大
学
文
化
遺
産
叢
書
16
集
）
二
〇
一
九
年

（
2
）
八
幡
市
『
八
幡
市
誌
』
第
二
巻
、
一
九
八
〇
年
。
京
都
府
教
育
会
綴
喜
郡

部
会
『
山
城
綴
喜
郡
誌
』
一
九
〇
八
年

（
3
）
連
歌
総
目
録
編
纂
会
『
連
歌
総
目
録
』
明
治
書
院
、
一
九
九
七
年 

（
4
）「
石
清
水
八
幡
宮
全
図
」
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
（
京
の
記
憶
ア
ー

カ
イ
ブ
）。
長
濵
尚
次
「
男
山
考
古
録
」（
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
『
石
清

水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』
一
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
年
）

（
5
）「
石
清
水
八
幡
宮
縁
起
」
一
巻
（
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
『
石
清
水
八
幡
宮

史
料
叢
書
』　

二
縁
起
・
託
宣
・
告
文
、
二
三
五
頁
～
、
続
群
書
類
従
完
成

会
、
一
九
七
六
年
）

（
6
）「
天
下
安
居
神
事
記
」
石
清
水
八
幡
宮
文
書
御
文
庫
Ｂ
６
（
通
番

1672
）、
石

清
水
八
幡
宮
蔵
。

（
7
）「
石
清
水
八
幡
宮
他
姓
神
官
橋
本
次
郎
左
衛
門
尉
末
満
言
上
書
写
」・「
石
清

水
八
幡
宮
燈
油
通
路
境
内
橋
本
渡 

（
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
『
石
清
水
八

幡
宮
史
』
五
輯
、
一
九
九
五
年
）
一
五
二
頁
・
一
五
七
頁
、

（
8
）「
石
清
水
八
幡
宮
燈
油
通
路　

橋
本
渡
舟
之
事
」
橋
本
家
文
書
箱
２
―
23

（
9
）「
橋
本
安
芸
守
吉
勝
書
状
」・「
某
書
状
土
代
」（
石
清
水
八
幡
宮
『
続
石
清

水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』
二
、
田
中
家
文
書
目
録
二
、一
九
九
六
年
） 

松
十

―
七
‐
１
・
２
）

（
10
）「
神
社
仏
閣
并
坊
舎
寺
庵
改
帳
」（
八
幡
市
教
育
委
員
会
『
石
清
水
八
幡
宮

境
内
調
査
報
告
書
』
二
〇
一
一
年
、
資
料
編
三
、
参
考
資
料
（
２
）
所
載
）。

前
掲
（
3
）。
八
幡
市
郷
土
史
会
『
や
わ
た
の
道
し
る
べ
』
郷
土
史
双
書
改

訂
版
、
二
〇
〇
二
年
。
橋
本
寺
に
つ
い
て
は
「
男
山
考
古
録
」
で
は
、「
橋

本
當
好
か
先
祖
等
庵
と
い
ふ
人
の
一
建
立
」
と
あ
る
が
、
等
安
没
年
が
慶

長
十
八
年
で
天
文
二
年
創
建
と
す
る
と
等
安
に
よ
る
創
建
に
は
無
理
が
あ

る
。

（
11
）
慶
長
六
年
「
狩
尾
社
棟
札
写
」
橋
本
家
文
書
箱
１
―
22
・
24
「
狩
尾
社
修

理
遷
宮
之
記
。『
石
清
水
八
幡
宮
文
書
外
』（
筑
波
大
学
所
蔵
文
書
（
下
）、

史
料
纂
集
古
文
書
編
30
、
一
九
九
九
年
）
で
狩
尾
社
の
棟
札
は
、
三
五
、

某
社
棟
札
写
と
四
七
、
棟
札
写
で
と
分
割
し
て
所
載
さ
れ
て
い
る
が
、
一

連
の
文
書
で
あ
る
と
判
明
し
た
。

（
12
）「
歴
代
由
緒
書
」
橋
本
家
文
書
箱
６
―
９
‐
２
・
３
。
慶
長
五
年
「
徳
川
家

康
領
知
朱
印
状
」
橋
本
家
文
書
箱
６
―
１
。「
安
居
本
頭
神
人
知
行
分　

徳

川
家
綱
領
知
朱
印
状
」（
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
『
石
清
水
八
幡
宮
史
』
第

六
輯
、
一
九
九
五
年
）
八
六
六
頁

（
13
）
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
『
石
清
水
八
幡
宮
史
』
第
八
輯
、
崇
敬
編
下
、
群

書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
六
年
、
五
六
～
六
二
頁

（
14
）『
言
継
卿
記
』
第
四
巻
、
永
禄
十
三
年
二
月
五
日
、
国
書
刊
行
会

（
15
）
前
掲
（
3
）、
召
悦
に
つ
い
て
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
正
月
五
日
に

紹
巴
発
句
、
脇
句
細
川
藤
孝
の
賦
何
船
連
歌
百
韻
に
、
十
四
名
の
連
衆
と

も
に
参
席
し
、
五
句
を
詠
む
。
紹
巴
・
藤
孝
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

（
16
）
前
掲
（
3
）

（
17
）
長
岡
京
市
役
所
『
長
岡
京
市
史
』
本
文
編
一
、一
九
九
七
年

二
六
四



石
清
水
八
幡
宮
神
人
家
文
書
に
み
る
連
歌
師
紹
巴
と
細
川
幽
斎

（
18
）
奥
田
勲
『
連
歌
史
―
中
世
を
つ
な
い
だ
歌
と
人
び
と
』
勉
誠
出
版
社
、

二
〇
一
七
年
。
廣
木
一
人
『
連
歌
入
門
―
こ
と
ば
と
心
を
紡
ぐ
文
芸
』
三

弥
井
書
店
、
二
〇
一
五
年
。

（
19
）
廣
瀬
邦
彦
「
細
川
幽
斎
、
丹
後
拝
領
期
居
所
表
」（『
舞
鶴
地
方
史
研
究
』

第
四
十
四
号
、
二
〇
一
三
年
）。
藤
井
譲
治
編
『
織
豊
期
主
要
人
物
居
所
集

成
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年

（
20
）
前
掲
（
3
）

（
21
）
前
掲
（
19
）

（
22
）「
歴
代
由
緒
書
」
石
清
水
八
幡
宮
文
書
樅
之
部
上
野
家
文
書
12
、
通
番
594
、

石
清
水
八
幡
宮
蔵

（
23
）
拙
稿
「
近
世
石
清
水
八
幡
宮
の
所
司
発
給
文
書
に
み
る
神
人
身
分
―
六
位

禰
宜
森
本
家
旧
蔵
文
書
を
中
心
に
―
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人

文
第
六
十
七
号
、
二
〇
一
五
年
）

（
24
） 

永
禄
十
一
年
「
大
山
崎
惣
中
連
署
状
」・
慶
長
六
年
「
大
山
崎
惣
中
定
」（
大

山
崎
町
市
役
場
『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
、
一
九
八
一
年
）
七
一
一
頁
・

一
八
七
頁
。「
城
州
摂
州
之
内
大
山
崎
社
領
分
帳
」（『
大
山
崎
町
歴
史
資
料

館
館
報
』第
六
号
、一
九
九
九
年
）。
前
掲（
3
）、久
林
は
、橋
本
家
に
替
わ
っ

て
近
世
橋
本
の
渡
し
を
管
理
し
た
伴
家
で
あ
ろ
う
。

（
25
）
鶴
崎
裕
雄
「
天
下
人
の
和
歌
・
連
歌
―
信
長
・
秀
吉
・
家
康
―
」（
中
京
大

学
文
化
科
学
研
究
所
『
文
化
科
学
研
究
』
30
、
二
〇
一
九
年
）。
森
正
人
・

鈴
木
元
編
『
細
川
幽
斎
：
戦
塵
の
中
の
学
芸
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
。

本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
七
日
戦
国
織
豊
期
研
究
会
に
て
、
帝
塚

山
学
院
大
学
名
誉
教
授
鶴
崎
裕
雄
氏
と
の
共
同
研
究
で
発
表
し
、
そ
の
成

果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
文
書
所
有
者
で
あ
る
橋
本
家
、
石
清
水
八
幡
宮
禰

宜
西
中
道
氏
、
元
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
職
員
辻
真
澄
氏
・
京
都
府
立
山
城

郷
土
資
料
館
伊
藤
太
氏
・
長
岡
京
市
生
涯
学
習
課
生
島
輝
美
氏
・
大
山
崎
町
歴
史

資
料
館
長
福
島
克
彦
氏
（
順
不
同
）
そ
し
て
、
調
査
を
共
に
行
っ
て
き
た
地
域
史

料
研
究
会
や
わ
た
（
代
表
谷
村
勉
氏
）
の
面
々
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
方
々
に
ご
助

力
・
ご
支
援
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
。

二
六
五
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No 史料番号 年代 西暦 月日 端作等 評点・句上等 対照 発句等 備考

1 箱 3-107 元亀 2 1571 9 月 8 日 両吟 ( 百韻 )
墨付 22 句此内長 3 紹巴判
在、 
貞勝 5・高好 17 此内 3 長

貞勝「かほりきて
菊に分入山路哉」

2 箱 3-107 元亀 4 1573 6 月 12 日 四吟 ( 百韻 )
付墨 23 句此内長 2 紹巴判、 
高好 7 此内長 1・重経 6 此
内長 1・貞勝 5・渕可 5

「月に猶道そふ花
の蓮かな」

3 箱 3-107 天正 4 1576 卯月日 独吟 ( 百韻 ) 墨付 27 句紹巴判 No23
高好「太山木をあ
らわす花の若葉
哉」

4 箱 3-107 天正 7 1579 6 月 19 日 四吟 ( 百韻 )
付墨 23 句紹巴判、 
香澄 9・高好 11・貞栄 3・
長尊

香澄「心もて露も
まきはの蓮かな」

5 箱 3-107 天正 7 1579 6 月 21 日 五吟 ( 百韻 )

付墨 24 句此内長 3 紹巴判、 
香澄 4・求道 5・貞栄 4・
良済 2 此内長 1・高好 9 此
内長 2

求道「常盤木も夏
ハみどりのね入か
な」

6 箱 3-107 天正 7 1579 6 月 23 日 両吟 ( 百韻 ) 付墨 23 句此内長 2 紹巴、 
高好 11 此内長 2・香澄 12

高好「涼ミよる袖
や木陰の花盛

7 箱 3-107 天正 7 1579 8 月 6 日 両吟 ( 百韻 )
付墨 23 句此内長 2 紹巴判、 
求道 5 此内長 1・高好 18
此内長 1

求道「秋の道また
うす霧のは山哉」

8 箱 3-107 天正 7 1579 11 月 11 日 三吟 ( 百韻 )
付墨 23 句此内長 2 紹巴、 
高好 33/14・香澄 33/6 内
長 2・求道 33/3・玄己 1

No24
高好「あられ散る
小篠やさらに玉の
枝」

9 箱 3-107 天正 8 1580 6 月 12 日 両吟 ( 百韻 )
付墨 25 句此内長 3 紹巴、 
香澄 10 此内長 1・等安 15
此内長 2

香澄「山々にはな
れてたかし雪の
峯」

10 箱 3-107 天正 8 1580 8 月日 三吟 ( 百韻 )
付墨 24 句此内長 2、 
如易 2・香澄 10・等安 12
此内長 2

「さお鹿の声をし
からむ小萩哉」

11 箱 3-107 天正 8 1580 8 月日 等安 白紙半丁

12 箱 3-107 ― ― ―
紹巴点、発句・付句、
次第不同   
高好 ( 独吟 )

―
高好「五月雨ハ遣
水かけぬ庭もな
し」等 51 句

13 箱 3-107 ― ― ― 付句　点　　高好
( 独吟 ) 付墨 9 句此内長 1 No25

高好「かすみにあ
くる遠かたの山」
等 42 句

14 箱 3-107 天正 5 1577 10 月 19 日 ―

付墨 47 句此内長 9、 
東寺遍昭新院貞海 4 此内長
1・新善法寺賢心 6 同長 1・
大和兵部少輔貞栄 6 同長 1・
橋本満介高好 8 同長 2・奥
村禅右衛門尉入道宗白 2・
橘本坊春誉 4・新与兵衛付
尚則 3 同長 1・森川 与衛清
永 1・宮本坊重祐 4 同長 1・
永椿庵宗栄 3 同長 1・イロ
コカタヤ善□ ( 別カ )3 同長
1・日向衆客僧長尊 1・公文
所宮内卿院興 2・同法眼院
慶

「春ハ小船をさし
うけて見む、散花
の道になりゆく吉
野河、貞海」等
150 句

表2　橋本家連歌等一覧
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No 史料番号 年代 西暦 月日 端作等 評点・句上等 対照 発句等 備考

15 箱 3-107 ― ― ― 此墨 49 句此内長 6

「あふ人もなくか
すみぬる山、散花
の証とふ峯ハ暮
る日に」　( 貞栄・
空澄・良済・春
誉・重祐・高好 )
等 150 句

16 箱 3-107 天正 5 1577 １１月 ― 白紙 1 丁

17 箱 3-107 天正 8 1580 8 月
「藤孝朱点、 
紹巴付墨」　 
両吟 ( 百韻 )

付墨 20 句此内長 2 紹巴、 
等安 10( 朱 13)・香澄
10( 朱 12)、朱書「藤孝付
墨 25 句

等安「月花の外な
る秋の夕哉」

18 箱 3-107 天正 11 1583 卯月 三吟 ( 百韻 )
付墨 26 句、 
由己 11・等安 7・香澄 7・
執筆 1

「松風の香も生か
はる若は哉

紹巴の書状
写 ( Ｆ ) あ
り

19 箱 3-107 天正 11 1583 5 月 7 日 五吟 ( 百韻 ) 等安・由己・召悦・超尹・
香澄 ( 評点・句上無し )

「一こえは秋のゆ
ふへかほととき
す」

20 箱 3-107 天正 14 1586 2 月 10 日 於山崎関善右衛門
興行 ( 百韻 )

付墨 20 句、 
宗弘 20/ 点 1・紹員 20/6・
召悦 20/6・等安 20/5・慶
存 19/2・玉誉 1

「咲を待てとはん
ハをそし花の宿」
宗弘

21 箱 3-107 天正 13 1585 6 月 16 日

右此百韻ハ為慈母
丗三回忌法華要文
置句頭をろかなる
ことのはをつらね
侍ぬ

―

等安「南　夏の夜
ハいさよふ付を名
残哉」「無　むす
ふいつみの雫そふ
袖」

22 箱 3-107 天正 14 1586 6 月 22 日

越前北庄ニ知人在
しを尋行、不思逗
留せしかハ旅宿の
従然候て相綴侍し
を玄旨・紹巴へ合
点ヲ望畢 
等安 ( 独吟 )( 百韻 )

玄旨付墨 31 句内長 1、 
紹巴付墨 25 句此内長 2 No30 等安「三吉野の花

やい夏に峯の雪」

23 箱 5-1 天正 4 1576 卯月日 何路　高好 
( 独吟 )( 百韻 ) 付墨 27 句 No3

高好「太山木をあ
らわす花の若葉
哉」

末尾に満介
宛紹巴書状
( Ａ・Ｂ )
あり

24 箱 5-2 天正 7 1579 11 月 11 日 高好　( 四吟 )( 百韻 )
付墨 23 句此内長 2、 
高好 33/14、香澄 33/6 内
長 2、求道 33 句／ 3、玄巳 1、

No8
高好「あられ散る
小篠やさらに玉の
枝」

25 箱 5-3 ― ― ― 高好　( 独吟 ) 付墨 9 句此内長 1 No13
高好「かす見にあ
くる遠かたの山」
等 42 句

末尾に満介
宛紹巴書状

（Ｃ）あり

26 箱 5-3 天正 5 1577 弥生初 3 日 高好　( 独吟 ) ―

高好「花は見る人
にけちめみせぬ
花の色香哉」等 9
句

末尾に満介
宛紹巴書状

（Ｄ）あり

27 箱 5-3 天正 6 1578 6 月日 高好　( 独吟 ) 付墨 6 句此内長 1
高好「月雪の光あ
らそふ扇かな」等
10 句

28 箱 5-3 天正 7 1579 6 月日 高好　( 独吟 ) ―
高好「桐の葉やふ
みわけてたつ秋の
風」等 5 句

末尾に満介
宛紹巴書状

（Ｅ）あり

29 箱 5-3 ― ― ― 等安　( 独吟 ) 付墨 8 句之内長 2
等安「下枝こすは
やはつ花河柳」等
15 句

30 箱 5-3 ― 
( 天正 14)

― 
(1586)

― 
(6 月 22 日 ) 等安　( 独吟 )( 百韻 )

付墨 31 句之内長 1、 
朱筆「付墨 25 句此内長 2」、 
奥書「此百韻墨点事書奥書
玄旨真筆也、同朱点者紹巴
写也、慶長 3 年 11 月 25
日不伯斎等安」

No22 等安「御芳野の花
やハ夏に峯の雪」
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幽
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【
関
係
史
料
】

《
史
料
１
》

〇
「
石
清
水
八
幡
宮
他
姓
神
官
橋
本
次
郎
左
衛
門
尉
末
満
言
上
書
写
」

　

石
清
水
八
幡
宮
他
姓
神
官
橋
本
次
郎
左
衛
門
尉
末
満
言
上

　
　
　

境
内
橋
本
渡
事

右
此
渡
者
、
当
宮
長
日
御
灯
油
依
為
運
送
通
路
、
異
尓
他
之
処
、
近
年
動
非
分
作

障
有
之
条
、
去
天
文
七
年
言
上
趣
被
達　

上
聞
、
被
成
御
制
札
并
御
下
知
訖
、
然

従
摂
州
所
々
至
八
幡
商
売
之
柴
薪
等
之
儀
、
山
崎
之
領
中
不
可
通
由
申
、
焼
捨
之

間
、
為
其
相
当
山
崎
江
出
入
商
売
人
、
従
八
幡
相
止
之
者
也
、
将
又
近
来
号
駄
別
、

於
渡
口
自
山
崎
取
役
銭
事
、
可
為
新
関
者
哉
、
旁
以
横
渡
退
転
之
儀
、
末
満
一
身

迷
惑
不
過
之
、
所
詮
、
任
御
制
札
旨
、
被
停
止
自
他
違
乱
、
如
先
々
通
路
無
相
違

者
可
忝
存
者
也
、
若
猶
至
不
事
行
者
以
神
訴
可
奉
歎
之
条
、
急
度
可
預
御
注
進
候

也
、
仍
言
上
如
件

　
　
　

天
文
十
三
年
十
一
月

○
「
石
清
水
八
幡
宮
燈
油
渡
通
路
境
内
橋
本
渡
」

禁
制　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
し

　
　

石
清
水
八
幡
宮
燈
油
渡
通
路
境
内
橋
本
渡

一
当
時
任
雅
意
、
不
致
沙
汰
舟
賃
、
強
令
通
路
事

一
八
幡
与
山
崎
間
立
新
関
事

一
或
忩
劇
或
喧
嘩
、
其
事
篇
以
下
出
来
砌
、
動
止
此
渡
事

　

右
、
条
々
堅
被
停
止
之
訖
、
若
有
違
乱
之
輩
者
、
速
可
被
厳
科
之
由
、
所
被
仰

　

下
也
、
仍
下
知
如
件

　
　
　

永
禄
五
年
四
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
尉
藤
原　

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
位
三
善
朝
臣　

在
判

《
史
料
２
》

〇
「
神
社
仏
閣
并
坊
舎
寺
庵
改
帳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
本
国
寺
末
寺
同
町
（
橋
本
）

一
、
無
年
貢
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
寺

　
　
　

百
六
拾
年
前
天
文
弐
年
建
立
之
由
、
開
基
僧
不
相
知
候

　
　
　

七
拾
六
年
前
元
和
三
年
妙
泉
日
珠
住
持
仕
候
支
配

　
　
　

橋
本
杢
之
助
頂
戴　

御
朱
印
之
内
則
菩
提
所
ニ
而
代
々
支
配

〇
「
男
山
考
古
録
」

　
　
　

橋
本
寺

　

今
は
絶
て
な
し
、
橋
本
町
道
の
南
側
、
今
社
士
落
合
利
經
か
隣
地
也
と
、
法
華

宗
に
て
、
橋
本
當
好
か
先
祖
等
庵
と
い
ふ
人
の
一
建
立
に
て
、
彼
家
の
頼
み
寺
な

る
よ
し
、
か
ゝ
れ
は
山
崎
橋
の
も
と
に
在
て
稱
に
は
非
、
橋
本
氏
か
寺
な
れ
は
云

也
、
慶
長
年
間
の
事
と
云
傳
ふ
、
寛
保
三
年
注
進
記
中
に
、
橋
本
寺
跡
と
い
ふ
か

書
出
た
り

《
史
料
３
》「
狩
尾
社
修
理
遷
宮
之
記
」

　
　
　
　

慶
長
六
年
狩
尾
社
棟
札
之
写

夫
以
神
若
無
人
則
何
以
遂
垂
跡
之
本
懐
、
人
若
無
神
則

二
六
九
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号

何
以

安
堵
之
擁
護
神
乎
、
上
治
明
鏡
之
四
時
而
、
胎
卵
湿
化

之
根
株
各
結
其
光
人
乎
、
下
正
昭
鑑
之
三
綱
而
、
元
亨
利
貞

之
枝
葉
互
受
其
性
故
神
則
因
人
而
、
増
威
人
則
因
神
而

蒙
福
神
與
人
猶
如
水
之
有
鴛
鴦
也
、
去
慶
長
五
庚
子

初
穐
之
項
、
内
大
臣
家
康
公
京
方
之
諸
士
卒
有
故
事
雖

被
及
鉾
楯
、
内
大
臣
自
古
以
仁
政
武
勇
撫
育
庶
民
故

一
両
月
之
内
如
海
内
於
磐
石
治
依
之
、
宗
廟
八
幡
宮
之
年

来
敗
壊
之
仏
閣
皆
以
被
修
之
、
幷
当
山
狩
尾
天
皇
昔

在
男
山
今
八
幡
宮
之
立
処
是
也
、
大
菩
薩
従
宇
佐
貞
観

二
庚
辰
御
遷
座
之
砌
、
当
山
被
移
之
、
然
間
号
護
国
寺
奥

院
也
、
爰
清
水
小
八
郎
忠
宗
公
安
居
頭
被
勤
之
、
奉
幣
刻

及
大
破
躰
熟
有
一
見
神
難
測
、
老
母
類
親
同
事
流
感
涙

此
公
舎
姉
内
府
家
康
公
之
御
内
御
亀
此
旨
閑
話
之

所
然
者
可
有
修
造
大
願
、
忠
宗
公
曰
国
令
治
兵
而

武
略
歳
号
令
巳
厳
法
度
、
復
古
宮
社
修
造
時
其
至
哉

郷
内
氏
子
貴
賤
感
之
、
二
ヶ
月
造
営
畢
、
豈
神
無
納
受
大

檀
那
武
運
長
久
家
内
安
全
富
貴
永
及
子
孫
不
可
疑
者
也

　
　

時
慶
長
六
辛
丑
七
月
吉
辰　
　
　
　
　
　
　

謹
白

当
御
務
田
中
秀
清
公

　

御
奉
行　
　

三
寺
傳
丞　
　
　
　
　
　
　

当
村
衆
中　
　

落
合
五
郎
右
衛
門　

　

大
工
棟
梁　

廣
田
甚
左
衛
門　
　

橋
本
亀
左
衛
門　
　
　

同　

長
右
衛
門

　

桧
皮
大
工　

竹
田
弥
三
兵
衛　
　

同
満
介
入
道　
　
　
　

同　

源
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

同　

孫
介　
　
　
　
　
　

等
安
公　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
合
左
兵
衛　
　
　
　

同
弥
介
入
道　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歸
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
惣
右
衛
門
入
道　
　

同
八
郎
右
衛
門
入
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

了
甫
公　
　
　
　
　
　

幽
菴
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
甚
五
郎
入
道　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
入
公　
　
　
　

落
合
喜
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
弥
二
右
衛
門
入
道　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
味
公　
　
　
　

橋
本
久
三
郎

　

裏
ニ

　
　

今
上
皇
帝
百
八
代
正
親
町
院
之
太
子

　
　

御
宇
豊
臣
朝
臣
秀
頼
公
之
代

　
　

常
徳
開
基
一
峰

書之

《
史
料
４
》

〇
「
橋
本
等
安
宛
徳
川
家
康
領
知
朱
印
状
」　

於
八
幡
庄
内
五
拾

七
石
四
斗
七
升
之
事

全
可
所
務
候
也

慶
長
五
年

二
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五
月
廿
五
日　

家
康
（
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
等
安

《
史
料
５
》

〇
「
安
居
本
頭
神
人
十
二
人
組
　
徳
川
家
綱
朱
印
状
」

　
　
　

石
清
水
八
幡
宮
領
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
居
本
頭
神
人

一
五
拾
七
石
四
斗
七
升　

山
城
国
綴
喜
郡
八
幡
庄　
　
　
　
　

橋
本
等
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
四
拾
弐
石
弐
斗
六
升　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
田
以
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
三
拾
石
弐
斗
四
升　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
篠
與
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
弐
拾
九
石
壱
斗
弐
升　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
助
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
弐
拾
八
石　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
原
四
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
弐
拾
四
石
九
斗
四
升　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
壽
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
弐
拾
四
石　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
村
浄
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
拾
四
石
五
斗
六
升　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
彦
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
拾
弐
石
三
斗
五
升　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
甚
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
拾
壱
石
弐
升　
　
　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
新
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
七
石
四
斗
五
升　
　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
又
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
弐
石
四
斗　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
坂
久
助

右
都
合
弐
百
八
拾
三
石
八
斗
余
事
、
任
慶
長
五
年
五
月
廿
五
日
、
元
和
三
年
八
月

十
六
日
、
寛
永
十
三
年
十
一
月
九
日
先
判
之
旨
、
永
不
可
有
相
違
者
也

　
　
　

寛
文
五
年
八
月
十
五
日

　
　
　
　
（
朱
印
）

《
史
料
６
》

○
元
長
卿
記　

文
亀
二
年
三
月
六
日
、
晴
入
夜
雨
下
、
参
内
当
番
也
、
石
清
水
法
楽
続
歌
被
賦
遣
、

　

褁
紙
銘
小
簡
等
於
御
前
予
書
之
、
承
仰
以
釜
殿
賦
遣
之
、
予
二
首
拝
領
了
、

○
御
湯
殿
上
日
記

永
禄
十
二
年
三
月
八
日
、
八
わ
た
御
ほ
う
ら
く
あ
り
、
五
し
ゃ
う
ら
く
百
へ
ん
、

永
禄
十
三
年
四
月
廿
八
日
、
御
心
く
わ
ん
の
事
あ
り
て
、
八
わ
た
へ
五
し
や
う
ら

　

く
百
へ
ん
ひ
き
あ
り
、
め
て
た
し
お
ん
は
い
に
な
る
、
け
ふ
の
ふ
な
か
（
信
長
）

　

ゑ
ち
せ
ん
に
て
の
か
せ
ん
わ
ろ
き
よ
し
さ
た
な
り
。（
越
前
ニ
而
の
合
戦
わ
ろ

　

き
由
沙
汰
也
）

天
正
元
年
十
月
廿
四
日
、
八
わ
た
の
御
ほ
う
ら
く
の
御
た
ん
し
や
く
、
み
や
の
御

二
七
一



京
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術
報
告
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七
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一
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か
た
た
け
の
う
ち
殿
、
み
な
〳 

〵
へ
わ
た
さ
る
ゝ

○
権
大
納
言
言
継
卿
集

　

天
正
元
年
十
月
二
十
六
日　

　
　
　

野
郭
公
、
天
正
元
年
十
廿
六
、
公
宴
八
幡
宮
法
楽

　

夢
さ
ま
す
仮
ね
の
野
へ
の
ほ
と
ゝ
き
す
猶
も
さ
か
な
ん
明
ほ
の
ゝ
声

　
　
　

梅
雨

　

麓
を
も
た
か
ね
も
わ
か
す
遠
近
ハ
雲
に
つ
き
ゝ
め
る
五
月
雨
の
こ
ろ

　
　
　

絶
恋

　

此
ま
ゝ
に
た
え
や
は
て
な
ん
い
さ
ゝ
か
の
こ
と
葉
の
末
そ
恨
と
は
な
る

○
晴
豊
公
記　

天
正
十
年
三
月
九
日
信
長
戦
勝
祈
願

天
正
十
年
三
月
五
日
、
八
は
た
の
御
ほ
う
ら
く
、
九
日
百
首
御
う
た
あ
り
、
信
長

　

き
と
う
也
、
余
二
首
出
旨
也
、

八
日
、
天
晴
、
近
衛
（
前
久
）
殿
、
内
府
（
近
衛
信
基
）
よ
り
明
日
之
御
法
楽
之

　

御
う
た
、
禁
裡
懸
御
目
候
、
余
（
勸
修
寺
晴
豊
）、
大
覚
寺
殿
よ
り
牛
公
事
、

　

薄
ト
申
分
有
之
、
甘
露
寺
（
経
元
）
と
二
条
（
昭
實
）
参
、
罷
出
近
衛
殿
詠
草

　

も
ち
候
て
近
衛
殿
参
候
也
、

九
日
、
天
晴
、
八
幡
御
法
楽
う
た
進
上
申
也
、
信
長
陣
立
御
き
と
う
百
首
也
、
下

　

御
所
御
番
村
井
陣
へ
御
音
信
之
物
談
合
申
、

《
史
料
７
》
幽
斎
・
紹
巴
両
評
点 

等
安
独
吟
百
韻
連
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
安

　
　

御
芳
野
の
花
や
は
夏
に
峯
の
雪

　
　

涼
し
さ
を
く
る
月
の
朝
風

　
　

河
波
も
高
瀬
の
小
船
さ
し
つ
れ
て

　
　

堤
に
つ
ゝ
く
里
は
い
く
む
ら

　
　

呉
竹
の
末
葉
ほ
の
か
に
打
け
ふ
り

　
　

日
か
け
に
あ
へ
す
霜
や
と
け
ゝ
ん

　
　

か
た
〳
〵
に
羽
吹
出か

ろ
く
候
て
面
之
句
体
に
似
合
候
 

た
る
鳥
の
ゑ　

　
　

か
こ
ふ
あ
た
り
も
ひ
ろ
き
苗
代

　
　

ウ 

青
柳
の
木
陰
の
道
の
一
す
ち
に

　
　

行
水
か
す
む
遠
の
川
橋

　
　

月
は
た
ゝ
波
の
ま
に
〳
〵
う
つ
ろ
ひ
て

　
　

そ
ゝ
き
捨
た
る
秋
の
む
ら
雨

　
　

ひ
く
ら
し
の
鳴
ね
さ
ひ
し
き
山
か
く
れ

　
　

と
ふ
人
も
な
き
柴
の
戸
の
う
ち

　
　

落散
そ
ふ
る
木
葉
に
道
は
う
つ
も
れ
て

二
七
二



石
清
水
八
幡
宮
神
人
家
文
書
に
み
る
連
歌
師
紹
巴
と
細
川
幽
斎

　
　

嵐
の
あ
と
の
霜
ま
よ
ふ
暮

　
　

ね
所
を
さ
は
く
烏
の
こ
ゑ
〳
〵
に

　
　

わ
か
れ
い
て
ん
も
つか

た
ら〳
き

〵
に
羽
吹
に
心
ニ
似
候

暁

　
　

袖
は
た
ゝ
は
ら
ふ
か
上
の
泪
に

時
分
さ
し
合
候

て

　
　

あ
は
れ
よ
は
ひ
も
末
の
黒
か
み

　
　

む
ち
う
つ
も
つ
か
れ
て
駒
ハ
行
や
ら
す

　
　

こ
老
に
心
可
寄
候
歟

り
し
薪
そ老

た
る
馬
に
と
申
付
候
同
計
な
か
ら
よ
は
ひ
は

は
こ
ひ
の
こ
せ
る　
　
如
何
駒
又
若
馬
を
常
に
い
ひ
し
是
又

　
二  

俄
に
も
降
つ
も
り
た
る
雪
の
く
れ　
　
　
　
　
　
　

相
違
候
様
候

　
　

梢
の
花
を
さ
そ
ふ
枩
風

　
　

志
賀
の
浦
や
よ
り
く

木
さ
し
合
候

る
波
は
長
閑
に
て

　
　

か
す
み
の
う
ち
に
う
か
ふ
釣
舟

　
　

跡
先
に
翅
わ
か
る
ゝ
天
つ
か
り

　
　

月
か
す
か
な
る
け
さ
の
明
ほ
の

　
　

露
む
す
ふ
か
り
ね
の
枕
し
き
捨
て

　
　

衣
手
さ
む
し
野
へ
の
秋
風

　
　

虫
の
音
の
よ
○ は

りも
て
行
夕
〳
〵

　
　

う
つ
ろ
ひ
つ
く
す
花
の
萩
原

　
　

問
よ
れ
は
道
も
つ
ゝ
か
ぬ
古
跡
に

　
　

石
井
の
水
そ
な
か
れ
出
た
り

　
　

さ
ら
に
た
ゝ
あ
つ
さ
も
夏
の
山
の
陰

　
　

見
る
〳
〵
雲
に
ひ
か
り
か
く
ろ
ふ

二
ウ　

さ
よ
風
の
行
ゑ
時
雨
る
雲
の
月

　
　

旅
な
る
人
を
お
も
ひ
や
る
宿

　
　

忘
る
な
よ
わ
す
れ
し
と
の
み
契
り
置
て

　
　

さ
か忘

し
よ
わ
す
る
な
と

し
ら
せ
し
に
か
た
つ
く古

哥
に
い
く
は
く
の
ち
か
ひ
な
く
候
如
何

は
う
し

　
　

身
は
親
に
と
に
も
か
く
に
も
ま
か
せ
て
よ

　
　

氷
の
ひ
ま
に
魚
お
と
り
い
つ

　
　

萍
は
枯
葉
な
か
に
萌
ら古

事
分
明
に
相
聞
候

そ
め
て　
行
様
殊
勝
候

　
　

澤
辺
の
小
田
は
返
す
と
も
な
し

　
　

里
遠
き
道
の
末
〳
〵
打
か
す
み

　
　

暮
は
て
け
り
な
か
へ
る
さ
の
そ
て

　
　

語
り
ぬ
る
事
は
つ
き
せ

か
へ
す
に
二
句
歟

ぬ
友
に
し
て

　
　

い
く
た
ひ
な
ら
し
め
く
る
盃

二
七
三
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菊
の
香
を
と
む
る
紅
葉
の
木
の
本
に

　
　

霧
の
雫
の
つ
た
ひ
く
る
や
ま

　
三　

篠
ふ
き
の
軒
は
そ
よ
め
く
秋
の
風

　
　

ね
覚
の
後
の
月
の
さ
や
け
さ

　
　

も
ろ
こ
し
も
か
よ
ひ
は
絶
ぬ
船
の
う
へ

　
　

ま
つ
人
は
な
と
わ
れ
に
つ
れ

付
所
き
ゝ
か
ね
候

な
き

　
　

玉
の
を
の
か
ゝ
る
か
き
り
の
物
お
も
ひ

　
　

柳
に
ま
し
る
桜

つ
れ
な
き
ハ
玉
の
を
の
事
斗
候
哉

ち
り
行　
　
我
に
つ
れ
な
き
事
と
云
わ
た
り
能
ゝ

　
　

沓
を
と
も
か
す
み物

お
も
ひ
に
心
不
付
候

に
く
る
ゝ
鞠
の
庭　
　

可
有
吟
味
候　

む
つ
か
し
く
候

　
　

春
の
な
さ
け
を
す
ゝ
め
ぬ
る
袖

　
　

は
る
〳
〵
と
旅
た
ち
そ
む
る
花
む
け
に

　
　

こ
ゝ
ろ
○

〳
〵
を
よ
む
大
和
哥

　
　

占
か
た
に
身
の
幸
や
問
て
ま
し

　
　

む
ま
れ

そ
ひ出

〻

ぬ
る
子
は
あ
ま
た
也

　
　

鳴
猿
の
木
の生

れ
出
る
子
の
あ
ま
た
あ
る
と
は
如
何
出
る
に
歟
い
は
れ
す
候

根
岩
か
ね
去
や
ら
て

　
　

み
な
き
り
お
つ此

句
も
生
れ
出
る
よ
り
は
け
ふ
に
ま
さ
る
へ
く
候

る
瀧
つ
白
波

三
ウ   

梯
の
半
は
雲
に
見
え
か
く
れ

　
　

す
こ
し
入
日
の
さ
し
は
つ
る
か
け

　
　

青
柴
を
ほ
し
も
侘
た
る
門
の
前

　
　

行
か
ひ
あ
ら
ぬ
野
へ
の
か
た
原

　
　

さ
を
し
か
の
伏
と
は
爰
に
か
し
こ
に
て

　
　

田
面
の
稲
葉
色
に
な
る
比

　
　

朝
な
〳
〵
露
や
ふ
か
く
も
成
そ
ら
し

　
　

な
み
た
身
に
し
む
き
ぬ
〳
〵
の
道

　
　

月
に
猶
う
き
俤
は
し
た
ひ
き
て

　
　

お
も
ひ
あ
か
せ
る
よ
る
〳
〵
の
床

　
　

遠
さ
か
る
都
恋
し
き
船
の
内

　
　

し
ら
へ
そ
へ
た
る
四
の
を
の

文
集
之
心
を
思
は
れ
候
哉

こ
ゑ

　
　

鶯
の
な
る
ゝ
や
と
り
の
花
さ
か
り

　
　

た
か
園
な
ら
し
匂
ふ
梅
か
枝

　
名 

雪
は
ま
た
所
〳

誰〵
我
家
の
物
と
み
る
ら
ん
な
と
の
面
影
た
か
ひ
て
珍
重
候

に
き
え
の
こ
り

　
　

狩
場
の
小
野
の
は
る
か
な
る
道

　
　

し
は
し
た
ゝ
馬
草
か
ひ
ぬ
る
袖
見
え
て

二
七
四



石
清
水
八
幡
宮
神
人
家
文
書
に
み
る
連
歌
師
紹
巴
と
細
川
幽
斎

　
　

か
す
か
に
な
り
ぬ
吹
笛
の
こ
ゑ

　
　

下
待
も
よ
そ
に
う
つ
り
て
行
暮
に

　
　

せ
き
か
ね
に
た
る
お
も
ひ
く
る
し
も

　
　

物
の
け
の
う
つ
し
心
に
い
つ
な
ら
ん

　
　

お
こ
た
る
ま
な
き
法
の
お
こ
な
ひ

　
　

さ
し
入
も
し
つ
か
な
り
け
る
山
寺
に

　
　

荻
の
葉
わ
け
の
月
そ
澄
た
る

　
　

う
す
霧
の
ひ
ま
〳
〵
し
ろ
き
秋
の
霜　

　
　

き
り
〳
〵
す
鳴
か
け
の
草
か
き

　
　

暮
て
よ
り
夜
な
か
さ
侘
る
独
ね
に

　
　

な
ら
す
扇
を
か
た
み
な
る
袖

　
ウ 

舞
姫
の
か
さ
し
の
花
は
打
し
ほ
れ

　
　

空
に
胡
蝶
の
み
た
れ
て
そ
と
ふ

　
　

朝
日
影
か
す
め
は
風
の
音
絶
て

　
　

雨
に
な
り
たみ

た
れ
て
と
ふ
と
候
間
　
少
風
ふ
か
せ
度
候
如
何

る
水
上
の
山

　
　

引
の
ほ
る
船
の
綱
手
て
○ の
と
り
〳
〵
に

　
　

お
ろ
し
を
き上

に
の
ほ
る
二
句
嫌
候
歟

た
る
網
の
か
す
〳
〵

　
　

奥
ふ
か
き
真
木
の
戸玉

す
た
れ
に
は
高
浪
と
る
へ
か
ら
す
候

口
の
玉
簾

　

出
入戸

一
へ袖

の
た
ち
つ
ゝ
く

き
ゝ
か
ね
候
あ
は
れ
可
在
候
歟

家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
愚
意
ニ
ハ
珍
候

　
　
　
　
　
　

付
墨
丗
一
句
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
長
一

　
　
　
　
　
　

付
墨
廿
五
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
内
長
二

此
百
韻　

墨
点
事
書
奥
書

　
　
　
　
　
　

玄
旨
真
筆
也

　
　
　
　

同
朱
点
者
紹
巴
写
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
伯
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
安

　
　
　
　

慶
長
三
年
十
一
月
廿
五
日

（
二
〇
一
九
年
九
月
三
十
日
受
理
）

（
た
け
な
か　

ゆ
り
よ　

文
学
部
歴
史
学
科　

特
任
講
師
）

二
七
五
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